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(57)【要約】
【課題】横ストライプ配列の表示パネルの色再現性を向
上させる。
【解決手段】液晶表示パネル２が、走査線Ｙ１、Ｙ２、
Ｙ３と、データ線Ｘ１～Ｘｍと、
それらが交差する位置に設けられた液晶セル９とを備え
ている。走査線Ｙ１に接続された
液晶セル９が赤（Ｒ）に対応し、走査線Ｙ２に接続され
た液晶セル９が緑（Ｇ）に対応し
、走査線Ｙ１に接続された液晶セル９が青（Ｂ）に対応
している。液晶表示パネル２の駆
動方法は、データ線Ｘ１～Ｘｍを所定電圧にプリチャー
ジするステップと、データ線Ｘ１
～Ｘｍをプリチャージした後にデータ線Ｘ１～Ｘｍを介
して液晶セル９にデータ信号を供
給して液晶セル９を駆動するステップとを具備する。液
晶セル９の駆動では、緑（Ｇ）に
対応する液晶セル９が最初に駆動される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１乃至第３走査線を備える第１走査グループと、
　前記第１走査線に接続された第１色の複数の第１表示セルと、
　前記第２走査線に接続された第２色の複数の第２表示セルと、
　前記第３走査線に接続された第３色の複数の第３表示セルと、
　前記第１乃至第３走査線と交差する複数のデータ線
とを備える表示パネルの駆動方法であって、
　第１水平期間において、前記複数のデータ線を所定電圧にプリチャージするステップと
、
　前記第１水平期間において、前記複数のデータ線をプリチャージした後に前記複数のデ
ータ線を介して前記第１乃至第３表示セルにデータ信号を供給して前記第１乃至第３表示
セルを駆動するステップ
とを具備し、
　前記第１乃至第３表示セルの駆動では、前記第１乃至第３表示セルのうち、前記第１色
乃至第３色のうちで最も視感度が高い色である最高視感度色の表示セルが最初に駆動され
る
　表示パネル駆動方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示パネル駆動方法であって、
　前記表示パネルが、更に、
　前記第１走査グループに隣接して設けられた、第４乃至第６走査線を備える第２走査グ
ループと、
　前記第４走査線に接続された前記第１色の複数の第４表示セルと、
　前記第５走査線に接続された前記第２色の複数の第５表示セルと、
　前記第６走査線に接続された前記第３色の複数の第６表示セル
とを備え、
　当該表示パネル駆動方法が、更に、
　前記第１水平期間に続く第２水平期間において、前記複数のデータ線を前記所定電圧に
プリチャージするステップと、
　前記第２水平期間において、前記複数のデータ線をプリチャージした後に前記複数のデ
ータ線を介して前記第４乃至第６表示セルにデータ信号を供給して前記第４乃至第６表示
セルを駆動するステップ
とを具備し、
　前記第４乃至第６表示セルの駆動では、前記第４乃至第６表示セルのうち前記最高視感
度色の表示セルが最初に駆動され、
　前記複数のデータ線のうちの第１データ線に接続された前記第１乃至第３表示セルに供
給される前記データ信号の極性は、前記第１データ線に接続された前記第４乃至第６表示
セルに供給される前記データ信号の極性と逆である
　表示パネル駆動方法。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれかに記載の表示パネル駆動方法であって、
　前記最高視感度色の表示セル、前記第１色乃至第３色のうちの前記最高視感度色でない
一の色の表示セル、前記第１色乃至第３色のうちの前記最高視感度色でない他の色の表示
セルの順で前記第１乃至第３表示セルが駆動される第１駆動順序と、前記最高視感度色の
表示セル、前記他の色の表示セル、前記一の色の表示セルの順で前記第１乃至第３表示セ
ルが駆動される第２駆動順序とが設定され、
　所定期間ごとに前記第１駆動順序と前記第２駆動順序とが交互に入れ替わる
　表示パネル駆動方法。
【請求項４】
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　請求項３に記載の表示パネル駆動方法であって、
　前記所定期間は、１又は２水平期間、又は、１又は２フレーム期間である
　表示パネル駆動方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の表示パネル駆動方法であって、
　前記第２走査線は、前記第１走査線と前記第３走査線の間に設けられており、
　前記複数のデータ線のうちの同一のデータ線に接続された前記第１乃至第３表示セルは
、前記第２表示セルが前記同一のデータ線を挟んで前記第１及び第３表示セルと反対側に
位置している
　表示パネル駆動方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の表示パネル駆動方法であって、
　前記第１色、前記第２色、前記第３色は、赤、緑、青のうちから、互いに異なるように
選択された
　表示パネル駆動方法。
【請求項７】
　データドライバと、
　表示パネル
とを具備し、
　前記表示パネルは、
　第１乃至第３走査線を備える第１走査グループと、
　前記第１走査線に接続された第１色の複数の第１表示セルと、
　前記第２走査線に接続された第２色の複数の第２表示セルと、
　前記第３走査線に接続された第３色の複数の第３表示セルと、
　前記第１乃至第３走査線と交差する複数のデータ線
とを備え、
　前記データドライバは、第１水平期間において、前記複数のデータ線を所定電圧にプリ
チャージすると共に、前記第１水平期間において、前記複数のデータ線をプリチャージし
た後に前記複数のデータ線を介して前記第１乃至第３表示セルにデータ信号を供給して前
記第１乃至第３表示セルを駆動するように構成され、
　前記第１乃至第３表示セルの駆動では、前記第１乃至第３表示セルのうち、前記第１色
乃至第３色のうちで最も視感度が高い色である最高視感度色の表示セルが最初に駆動され
る
　表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の表示装置であって、
　前記表示パネルが、
　更に、
　前記第１走査グループに隣接して設けられた、第４乃至第６走査線を備える第２走査グ
ループと、
　前記第４走査線に接続された前記第１色の複数の第４表示セルと、
　前記第５走査線に接続された前記第２色の複数の第５表示セルと、
　前記第６走査線に接続された前記第３色の複数の第６表示セル
とを備え、
　前記データドライバは、前記第１水平期間に続く第２水平期間において、前記複数のデ
ータ線を前記所定電圧にプリチャージすると共に、前記第２水平期間において、前記複数
のデータ線をプリチャージした後に前記複数のデータ線を介して前記第４乃至第６表示セ
ルにデータ信号を供給して前記第４乃至第６表示セルを駆動するように構成され、
　前記第４乃至第６表示セルの駆動では、前記第４乃至第６表示セルのうち前記最高視感
度色の表示セルが最初に駆動され、
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　前記複数のデータ線のうちの第１データ線に接続された前記第１乃至第３表示セルに供
給される前記データ信号の極性は、前記第１データ線に接続された前記第４乃至第６表示
セルに供給される前記データ信号の極性と逆である
　表示装置。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の表示装置であって、
　前記第２走査線は、前記第１走査線と前記第３走査線の間に設けられており、
　前記複数のデータ線のうちの同一のデータ線に接続された前記第１乃至第３表示セルは
、前記第２表示セルが前記同一データ線を挟んで前記第１及び第３表示セルと反対側に位
置している
　表示装置。
【請求項１０】
　連続して配置された第１乃至第６走査線と、
　前記第１走査線に接続された第１色の複数の第１表示セルと、
　前記第２走査線に接続された第２色の複数の第２表示セルと、
　前記第３走査線に接続された第３色の複数の第３表示セルと、
　前記第４走査線に接続された前記第１色の複数の第４表示セルと、
　前記第５走査線に接続された前記第２色の複数の第５表示セルと、
　前記第６走査線に接続された前記第３色の複数の第６表示セルと、
　前記第１乃至第６走査線と交差する複数のデータ線
とを備え、
　前記複数のデータ線のうちの同一のデータ線に接続された前記第１乃至第６表示セルは
、前記第２及び第５表示セルが前記同一のデータ線を挟んで前記第１、第３、第４及び第
６表示セルと反対側に位置している
　表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネル駆動方法、及び表示装置に関し、特に、表示セルのカラー配列が
横ストライプ状になっている表示パネルの駆動技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶セルが行列に配置されたマトリックス型の液晶表示パネルは、最も典型的な表示デ
バイスの一つである。液晶表示パネルには、液晶セルと、液晶セルの行を選択するための
走査線と、データ信号が供給されるデータ線とが設けられる。液晶セルは、走査線とデー
タ線とが交差する位置のそれぞれに配置される。液晶セルは、ＴＦＴ（Thin Film Transi
stor）と画素電極とから構成され、画素電極と、それに対向する共通電極との間に液晶が
満たされている。
【０００３】
　液晶表示パネルの駆動では、液晶材料の劣化を抑制するために画素電極に供給されるデ
ータ信号の極性が所定の期間ごとに反転される。この反転方式には、フレーム反転駆動、
カラム反転駆動、ライン反転駆動、ドット反転駆動などがある。このなかで、ドット反転
駆動は、隣接する画素の電圧極性が異なるように駆動する方法で、画質が良いことが知ら
れている。一般に、ドット反転駆動では、データ信号の消費電流を低減するためにデータ
信号の極性が反転する前にすべてのデータ線同士をショートし、各データ線に蓄積された
電荷を中和している。これは、プリチャージと同じ効果があり、すべてのデータ線が、ほ
ぼ共通電極の電圧値付近になるため直前に出力されたデータ信号の信号レベルの影響を受
けない。
【０００４】
　最も一般的には、液晶表示パネルの１画素は、３つの液晶セル：赤色（Ｒ）を表示する



(5) JP 2010-33038 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

液晶セル、緑色（Ｇ）を表示する液晶セル、青色（Ｂ）を表示する液晶セルで構成される
。最も典型的には、同一のデータ線には、同一色を表示する液晶セルが接続される。この
場合、液晶表示パネルに設けられるカラーフィルターは、縦ストライプ状になる。液晶表
示パネルをＷＸＧＡ（Wide eXtended Graphic Array：１２８０×７６８画素）に対応さ
せる場合、カラーフィルターが縦ストライプ配列であれば、データ線の数は３８４０本で
、走査線の数は７６８本である。
【０００５】
　近年の液晶表示装置では、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のカラーフィルターを横スト
ライプ状に配列することがある（例えば、特開平９－８０４６６号公報参照）。この場合
、同一の走査線に同一色を表示する液晶セルが接続される。カラーフィルターを横ストラ
イプ状に配列する利点は、データ線数が１／３になり、データドライバＩＣの数を低減す
ることができることである。データドライバＩＣの数の低減は、コストの低減のために好
ましい。例えば、ＷＸＧＡ仕様の液晶表示パネルでは、データ線数が１２８０本なので、
１２８０出力のデータドライバＩＣ１個を実装すればよい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平９－８０４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、横ストライプ配列を採用する場合、走査線数が３倍に増加し、１走査期
間が縦ストライプ配列に比べて約１／３に短くなるため、数多くの問題を生じる。一つの
問題は、色再現性である。横ストライプ配列を採用する場合には、１走査期間が短すぎる
ためにカラム反転駆動が採用されることが多い。ここで、カラム反転駆動とは、隣接する
データ線間でデータ信号の極性が異なり、データ信号の極性をフレーム期間ごとに反転す
る駆動方法である。しかし、カラム反転駆動は、前データ信号の影響を受けやすく、色再
現性が悪くなる。例えば、緑のラスタパターンを表示したい場合、赤（Ｒ）及び青（Ｂ）
の液晶セルには光の透過率が最小になるデータ信号Ｖ０が供給され、緑（Ｇ）の液晶セル
には光の透過率が最大になるデータ信号Ｖ６３が供給される。カラー配列が上から赤（Ｒ
）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の順序であれば、赤（Ｒ）の液晶セルには、前データ信号の青（
Ｂ）の液晶セルと同じ電圧レベルのデータ信号が供給されるので前データ信号の影響を受
けない。しかしながら、緑（Ｇ）の液晶セルに実際に印加される電圧は、赤（Ｒ）の液晶
セルに供給されるデータ信号（電圧Ｖ０）の影響を受け、例えば２階調分だけ暗めの電圧
Ｖ６１程度になる。一方で、青（Ｂ）の液晶セルに実際に印加される電圧は、緑（Ｇ）の
液晶セルのデータ信号Ｖ６３の影響を受け、例えば２階調分だけ明るめの電圧Ｖ２程度に
なる。したがって、本来の色が再現できない。一例として影響の度合いを２階調分として
説明したが、液晶セルに実際に印加される電圧が、３階調分以上、本来の電圧からシフト
することもある。データ信号の波形なまりが大きいデータドライバＩＣからの距離が遠い
場所で電圧シフト量が大きくなる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一の観点においては、第１乃至第３走査線を備える第１走査グループと、第１
走査線に接続された第１色の複数の第１表示セルと、第２走査線に接続された第２色の複
数の第２表示セルと、第３走査線に接続された第３色の複数の第３表示セルと、第１乃至
第３走査線と交差する複数のデータ線とを備える表示パネル駆動方法が提供される。当該
表示パネル駆動方法は、第１水平期間において、複数のデータ線を所定電圧にプリチャー
ジするステップと、第１水平期間において、複数のデータ線をプリチャージした後に複数
のデータ線を介して第１乃至第３表示セルにデータ信号を供給して第１乃至第３表示セル
を駆動するステップとを具備する。第１乃至第３表示セルの駆動では、第１乃至第３表示
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セルのうち、第１色乃至第３色のうちで最も視感度が高い色である最高視感度色の表示セ
ルが最初に駆動される。
【０００９】
　このような駆動方法では、最も視感度が高い第１色の液晶セルは、データ信号を供給す
る前にデータ線がプリチャージされるので、前に供給されたデータ信号の影響を受けない
。その一方で、第２色、第３色の液晶セルは、視感度が低いため、前に供給されたデータ
信号による影響を受けても、実際に視覚によって認識される画像への影響を少ない。この
ため、本発明の駆動方法によれば、色再現性が良くなる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、横ストライプ配列の表示パネルの色再現性を向上させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の実施形態における液晶表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】図２は、本発明の実施形態におけるデータドライバＩＣの構成を示す回路図であ
る。
【図３】図３は、第１の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示す概念図である
。
【図４】図４は、第１の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図５】図５は、液晶セルの駆動の順番と、前データ信号の影響度合い及び消費電力との
関係を示す表である。
【図６】図６は、緑の液晶セルに適用されるガンマカーブと、赤及び青の液晶セルに適用
されるガンマカーブとを示すグラフである。
【図７】図７は、第２の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示す概念図である
。
【図８】図８は、第３の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図９】図９は、第３の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示すタイミングチ
ャートである。
【図１０Ａ】図１０Ａは、第４の実施形態における液晶表示パネルの構成を示す概念図で
ある。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、第４の実施形態における液晶表示パネルの構成を示す平面図で
ある。
【図１１】図１１は、第５の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示す概念図で
ある。
【図１２】図１２は、第５の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示す概念図で
ある。
【図１３】図１３は、第５の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示す概念図で
ある。
【図１４】図１４は、第５の実施形態における液晶表示パネルの走査順序を示す表である
。
【図１５】図１５は、第６の実施形態における液晶表示パネルの駆動方法を示す概念図で
ある。
【図１６】図１６は、第６の実施形態における液晶表示パネルの走査順序を示す表である
。
【図１７】図１７は、第６の実施形態における液晶表示パネルのタイミングチャートであ
る。
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【図１８】図１８は、第７の実施形態における液晶表示パネルの走査順序を示す表である
。
【図１９】図１９は、第７の実施形態における液晶表示パネルのタイミングチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態の液晶表示装置１の構成を示すブロック図である。液晶表示装
置１は、液晶表示パネル２と、タイミング制御回路内蔵のデータドライバＩＣ３とを備え
ている。データドライバＩＣ３は、液晶表示パネル２のデータ線Ｘ１～Ｘｍを駆動する。
また、走査線駆動回路５に制御信号を出力し、共通電極に固定された電圧を供給する。デ
ータドライバＩＣ３の実装形態としては、ＣＯＧ（Chip on Glass）、ＣＯＦ（Chip on F
ilm）、ＴＣＰ（Tape carrier Package）などがある。
【００１３】
　液晶表示パネル２には、データ線Ｘ１～Ｘｍと、走査線Ｙ１～Ｙ３ｎとが形成され、そ
れらの交点に表示セルとして機能する液晶セル９が形成されている。液晶セル９は、スイ
ッチ素子として機能するＴＦＴ７（Thin Film Transistor）と画素電極８とを備えている
。各液晶セル９では、画素電極８と、それに対向する共通電極との間に液晶が満たされて
いる。ＴＦＴ７のゲート電極は走査線Ｙ１～Ｙ３ｎに接続され、ＴＦＴ７のソース電極は
データ線Ｘ１～Ｘｍに接続され、ドレイン電極は画素電極８に接続される。液晶表示パネ
ル２には、走査線Ｙ１～Ｙ３ｎに走査信号を供給する走査線駆動回路５が形成される。走
査信号の波形なまりを低減するために、液晶表示パネル２の左右２カ所に走査線駆動回路
５を設け、１つの走査線を左右２カ所から同時に駆動するのが好ましい。
【００１４】
　液晶セル９には画素電極８と１つ前に走査される走査線との間に補助容量を設けること
が多い。液晶セル９の構造によっては、補助容量は必ずしも設ける必要はないが、走査順
序によっては、画素電極８が走査線Ｙ又は他の行の画素電極８からのカップリングノイズ
の影響を受け画質が悪くなることがあるため、画素電極８と走査線との間に容量として機
能するだけでなくシールドの機能を持たせた補助容量線６（図示なし）を設けるのが好ま
しい。更に、画素電極８と他の行の画素電極８との間にシールド電極（図示なし）を設け
るのがより好ましい。補助容量線６及びシールド電極には、共通電極と同じ電圧を供給す
る。
【００１５】
　液晶セル９を被覆するように、横ストライプ状のカラーフィルターが設けられている。
同一の走査線に接続される液晶セル９は、同一の色のカラーフィルターによって被覆され
ている。詳細には、走査線Ｙ（３ｉ－２）に接続された液晶セル９には赤（Ｒ）のカラー
フィルターが設けられ、走査線Ｙ（３ｉ－１）に接続された液晶セル９には緑（Ｇ）のカ
ラーフィルターが設けられ、走査線Ｙ３ｉに接続された液晶セル９には青（Ｂ）のカラー
フィルターが設けられる。以下では、赤（Ｒ）のカラーフィルターが設けられた液晶セル
９をＲ液晶セルと呼び、緑（Ｇ）のカラーフィルターが設けられた液晶セル９をＧ液晶セ
ルと呼び、青（Ｂ）のカラーフィルターが設けられた液晶セル９をＢ液晶セルと呼ぶこと
がある。１画素は、３行１列のＲ液晶セル、Ｇ液晶セル、Ｂ液晶セルで構成される。図１
では、走査線Ｙ（３ｉ－２）に接続されたＲ液晶セルが記号”Ｒｉ”、走査線Ｙ（３ｉ－
１）に接続されたＧ液晶セルが記号”Ｇｉ”、走査線Ｙ３ｉに接続されたＢ液晶セルが記
号”Ｂｉ”として示されている。また、Ｒ液晶セルに接続された走査線をＲ走査線と呼び
、Ｇ液晶セルに接続された走査線をＧ走査線と呼び、Ｂ液晶セルに接続された走査線をＢ
走査線と呼ぶことがある。
【００１６】
　ＷＸＧＡ（１２８０×７６８画素）に対応する画素数を有する液晶表示パネルでは、カ
ラーフィルターが縦ストライプ状のときは、データ線は３８４０本で、走査線は７６８本



(8) JP 2010-33038 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

である。一方、本実施形態のように、カラーフィルターが横ストライプ状のときは、デー
タ線が１２８０本で、走査線は２３０４本である。したがって、液晶表示パネル２には、
１２８０出力のデータドライバＩＣ３だけが実装される。
【００１７】
　図２は、データドライバＩＣ３の構成を示す回路図である。図２には、データドライバ
ＩＣ３のうち２つのデータ線Ｘ１、Ｘ２を駆動するための回路部分が図示されている。他
のデータ線を駆動するための回路部分も同様に構成されていることは、当業者には理解さ
れよう。データドライバＩＣ３は、ラッチ回路１１、１２と、マルチプレクサ２０と、正
極レベルシフタ３１、負極レベルシフタ３２、正極駆動回路５０、負極駆動回路６０、極
性切換回路７０、及び出力端子８１、８２を備えている。加えて、図示されていないが、
データドライバＩＣ３は、画像データ及びクロック信号などの入力端子、シフトレジスタ
回路、タイミング制御回路、データバッファなども含む。線順次駆動のデータドライバＩ
Ｃは、サンプリングラッチとホールドラッチの２ラッチ構成である。ラッチ回路１１、１
２はホールドラッチである。なお、サンプリングラッチは図示していない。データバッフ
ァは、サンプリングラッチに画像データを供給し、シフトレジスタ回路から出力されるサ
ンプリング信号に応じてサンプリングラッチで画像データを順次にラッチする。サンプリ
ングラッチでラッチされた画像データは、１水平期間の最初にラッチ信号ＳＴＢに応じて
ラッチ回路１１、１２に転送される。
【００１８】
　ラッチ回路１１、１２は、画像データを１水平期間保持する。ラッチ回路１１は、緑（
Ｇ）の画像データをラッチするラッチ１１ｘと、赤（Ｒ）の画像データをラッチするラッ
チ１１ｙと、青（Ｂ）の画像データをラッチするラッチ１１ｚを備えている。ここで、緑
（Ｇ）の画像データとは、Ｇ液晶セルの階調を指定するデータであり、赤（Ｒ）の画像デ
ータとは、Ｒ液晶セルの階調を指定するデータであり、青（Ｂ）の画像データとは、Ｂ液
晶セルの階調を指定するデータである。同様に、ラッチ回路１２は、緑（Ｇ）の画像デー
タをラッチするラッチ１２ｘ、赤（Ｒ）の画像データをラッチするラッチ１２ｙ、青（Ｂ
）の画像データをラッチするラッチ１２ｚを備えている。
【００１９】
　マルチプレクサ２０は、複数のスイッチ２１、２２、２３を備えている。詳細には、ラ
ッチ１１ｘ、１１ｙ、１１ｚと、正極レベルシフタ３１の間に、それぞれスイッチ２１、
２２、２３が設けられている。同様に、ラッチ１２ｘ、１２ｙ、１２ｚと、負極レベルシ
フタ３２の間に、スイッチ２１、２２、２３が設けられている。ラッチ回路１１、１２、
及びマルチプレクサ２０は、低圧素子で形成され、ＧＮＤ（０Ｖ）とＶＣＣ（３Ｖ）で動
作する。
【００２０】
　正極レベルシフタ３１は、中圧素子（即ち、中程度の耐圧を有する素子）で形成され、
０Ｖから３Ｖの入力電圧を０Ｖから６Ｖの電圧にレベルシフトする。負極レベルシフタ３
２は、中圧素子又は高圧素子（即ち、高い耐圧を有する素子）で形成され、０Ｖから３Ｖ
の入力電圧を－５Ｖから０Ｖの電圧にレベルシフトする。
【００２１】
　正極駆動部５０は、画像データに応じた正極のデータ信号を出力するための回路部分で
あり、正極Ｄ／Ａ変換回路５１、スイッチ５２、５３、及び正極階調電圧生成回路５５で
構成されている。正極Ｄ／Ａ変換回路５１とノードｐ１との間にスイッチ５２が設けられ
ており、ノードｐ１と基準電源線ｃ１との間にスイッチ５３が設けられている。正極駆動
部５０は、中圧素子で形成され、ＧＮＤ（０Ｖ）からＶＰＨ（６Ｖ）の電圧範囲で動作す
る。
【００２２】
　負極駆動部６０は、画像データに応じた負極のデータ信号を出力するための回路部分で
あり、負極Ｄ／Ａ変換回路６１、スイッチ６２、６３、及び負極階調電圧生成回路６５で
構成されている。負極Ｄ／Ａ変換回路６１とノードｎ１との間にスイッチ６２を設け、ノ
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ードｎ１と基準電圧線ｃ１との間にスイッチ６３を設ける。負極駆動部６０は、中圧素子
で形成され、ＶＮＬ（－５Ｖ）からＧＮＤ（０Ｖ）の電圧範囲で動作する。
【００２３】
　正極Ｄ／Ａ変換回路５１、負極Ｄ／Ａ変換回路６１の数は、それぞれデータ線Ｘ１～Ｘ
ｍの半数であり、液晶表示パネル２がＷＸＧＡに対応している場合には、６４０個ずつで
ある。なお、正極階調電圧生成回路５５及び負極階調電圧生成回路６５は、データドライ
バＩＣ３にそれぞれ１個あればよい。正極駆動部５０と負極駆動部６０とは、ディープウ
ェルやＳＯＩ（Silicon on Insulator）などで電気的に分離されている。
【００２４】
　正極階調電圧生成回路５５は、複数の電圧を直列接続抵抗で分圧して正極性の階調電圧
を生成する。正極階調電圧生成回路５５は、例えば、最低輝度電圧Ｖ０ｐを生成する回路
と、最高輝度電圧Ｖ６３ｐを生成する回路と、微調整用回路で構成される。また、正極階
調電圧生成回路５５には、Ｇ液晶セルが正極性のデータ信号で駆動される場合のガンマカ
ーブの形状を指定するＧ用レジスタと、Ｒ液晶セル及びＢ液晶セルが正極性のデータ信号
で駆動される場合のガンマカーブの形状を指定するＲＢ用レジスタが設けられる。これに
より、正極階調電圧生成回路５５は、Ｇ液晶セルが正極性のデータ信号で駆動される場合
のガンマカーブと、Ｒ液晶セル及びＢ液晶セルが正極性のデータ信号で駆動される場合の
ガンマカーブとを独立に制御することができるように構成される。
【００２５】
　同様に、負極階調電圧生成回路６５は、複数の電圧を直列接続抵抗で分圧して負極の階
調電圧を生成する。負極階調電圧生成回路６５は、例えば、最小輝度電圧Ｖ０ｎを生成す
る回路と、最大輝度電圧Ｖ６３ｎを生成する回路と、微調整用回路とで構成される。また
、負極階調電圧生成回路６５には、Ｇ液晶セルが負極性のデータ信号で駆動される場合の
ガンマカーブの形状を指定するＧ用レジスタと、Ｒ液晶セル及びＢ液晶セルが負極性のデ
ータ線で駆動される場合のガンマカーブの形状を指定するＲＢ用レジスタが設けられる。
これにより、正極階調電圧生成回路５５は、Ｇ液晶セルが負極性のデータ信号で駆動され
る場合のガンマカーブと、Ｒ液晶セル及びＢ液晶セルが負極性のデータ信号で駆動される
場合のガンマカーブとを独立に制御することができるように構成される。
【００２６】
　極性切換回路７０は、複数のスイッチ７１、７２、７３、７４で構成されている。ノー
ドｐ１と出力端子８１との間にスイッチ７１が設けられ、ノードｐ１と出力端子８２の間
にスイッチ７２が設けられる。また、ノードｎ１と出力端子８１との間にスイッチ７３が
設けられ、ノードｎ１と出力端子８２の間にスイッチ７４が設けられる。極性切換回路７
０は、高圧素子で形成され、ＶＮＬ（－５Ｖ）からＶＰＨ（６Ｖ）の電圧範囲で動作する
。極性切換回路７０は、走査非選択電圧Ｖｇｏｆｆと走査選択電圧Ｖｇｏｎで動作しても
よい。また、極性切換回路７０は、走査線駆動回路５と同様に液晶表示パネル２に形成さ
れてもよい。
【００２７】
　図の簡潔性のために、図２には、各スイッチを制御する制御信号は図示されていない。
スイッチ５２とスイッチ６２とは、電圧レベルの異なる別々の制御信号に応じてほぼ同一
のタイミングで制御される。スイッチ５３とスイッチ６３も電圧レベルの異なる別々の制
御信号に応じてほぼ同一のタイミングで制御される。スイッチ７１とスイッチ７４は同じ
制御信号で制御される。スイッチ７２とスイッチ７３も同じ制御信号で制御される。これ
らのスイッチの制御信号は、データドライバＩＣ３の左右端部から中央部の方向に供給さ
れるのが好ましい。データドライバＩＣ３の出力端子の間隔はデータ線の間隔より狭いの
で、液晶表示パネル２上で引き回し配線が必要になり、左右端部に対応する引き回し配線
の長さが長くなると配線抵抗が大きくなる。そのため、左右端部のデータ信号の波形なま
りが中央部に比べて大きくなり、左右端部での実質的な書き込み時間が短くなる。液晶表
示パネル２上の場所により液晶セルへの書き込み電圧が異ならないように、中央部の書き
込み時間を左右端部より短くして書き込み電圧を均一にする。しかし、走査線が左右の２
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カ所から同時に駆動されるときは、液晶表示パネル２の中央部で走査信号の波形なまりが
大きく、左右端部では、走査信号の波形なまりが小さいことから中央部での書き込み時間
が短くなるので、走査信号の波形なまりとデータ信号の波形なまりによる書き込み電圧差
が相殺されるように、適宜、データ信号の出力タイミングが調整できるのが好ましい。デ
ータ信号の出力タイミングが異なることは、画質を均一にできるだけでなくＥＭＩを低減
する効果もある。
【００２８】
　タイミング制御回路は、外部回路から供給されたクロック信号ＣＬＫ、水平同期信号Ｈ
Ｓ、垂直同期信号ＶＳに応答して、データドライバＩＣ３及び走査線駆動回路５のタイミ
ング制御のために必要な制御信号を生成する。データドライバＩＣ３と走査線駆動回路５
とは動作電圧が異なることから、各制御信号はレベルシフタを介してデータドライバＩＣ
３と走査線駆動回路５の各回路部分に供給される。また、タイミング制御回路には水平同
期信号ＨＳをカウントするカウンタが設けられ、データドライバＩＣ３からの距離が遠い
走査線に接続された液晶セル９ほど、緑（Ｇ）のガンマカーブの電圧振幅（最小輝度電圧
Ｖ０と最大輝度電圧Ｖ６３の差）を大きくするのが好ましい。つまり、波形なまりが大き
くなるデータドライバＩＣ３からの距離が遠い液晶セル９の補正量を大きくし、波形なま
りが小さくなるデータドライバＩＣ３からの距離が近い液晶セル９の補正量を小さくする
。カウンタは垂直同期信号ＶＳでリセットされる。階調電圧生成回路５５、６５では、Ｇ
用レジスタの設定値とカウンタに保持された値に応じた階調電圧が生成される。
【００２９】
　以上のように構成されたデータドライバＩＣ３は、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）
と偶数番目のデータ線Ｘ２ｋに、逆の極性のデータ信号を供給することに留意されたい。
例えば、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）から正極性のデータ信号が出力される場合、
偶数番目のデータ線Ｘ２ｋからは負極性のデータ信号が出力される。逆に、奇数番目のデ
ータ線Ｘ（２ｋ－１）から負極性のデータ信号が出力される場合、偶数番目のデータ線Ｘ
２ｋ）からは正極性のデータ信号が出力される。
【００３０】
　続いて、図３を参照しながら、本実施形態における液晶表示パネル２の駆動方法を説明
する。図３には、説明を簡単にするために、６本の走査線Ｙ１～Ｙ６、及び４本のデータ
線Ｘ１～Ｘ４に接続された液晶セル９の駆動についてのみ言及する。図３の丸数字は、走
査線Ｙ１～Ｙ６が走査される順序を示しており、図３の記号「＋」、「－」は、各液晶セ
ル９に供給されるデータ信号の極性を示している；記号「＋」は、正極性のデータ信号が
供給されることを示し、記号「－」は負極性のデータ信号が供給されることを示している
。対象の液晶セル９は６行４列に配置され、且つ、１画素が３行１列の液晶セル９で構成
されるから、図３には、２行４列の画素が図示されていることになる。
【００３１】
　本実施形態では、連続して位置する３本の走査線で一つの走査グループが構成される。
一の走査グループの３本の走査線のうち一本の走査線がＲ液晶セルに接続されている走査
線であり、他の一本の走査線がＧ液晶セルに接続されている走査線であり、残りの一本の
走査線がＢ液晶セルに接続されている走査線である。以下では、走査線Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３
を第１走査グループ、走査線Ｙ４、Ｙ５、Ｙ６を第２走査グループと呼ぶ。以下同様に、
走査線Ｙ（３ｉ－２）、Ｙ（３ｉ－１）、Ｙ３ｉを、第ｉ走査グループと呼ぶ。ただし、
ｉは自然数であり、液晶表示パネル２がＷＸＧＡに対応する画素数を有している場合には
、ｉは、１以上７６８以下の整数である。本実施形態では、第１走査グループ、第２走査
グループ、・・・、第ｎ走査グループの順に走査線が選択される。
【００３２】
　本実施形態では、１水平期間（水平同期信号ＨＳが活性化される時間間隔）に３つの走
査期間が定義される。ここで、走査期間とは、一の走査線が選択され、選択された走査線
に接続される液晶セル９が駆動される期間である。一つの走査グループに３本の走査線が
含まれるから、１水平期間には一つの走査グループの走査線が選択されることになる。カ
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ラーフィルターが横ストライプ配置の液晶表示パネル２では、縦ストライプ配置のときに
比べて１走査期間が短くなる。即ち、カラー配列が縦ストライプのときは、１水平期間当
たりに１走査期間が定義されるが、カラー配列が横ストライプでは、１水平期間に３走査
期間が定義される。横ストライプ配置が採用される液晶表示パネル２の駆動では、１走査
期間が縦ストライプ配列の走査期間の約１／３に短くなることから、数多くのデメリット
、特に、色再現性の劣化というデメリットが生じる。
【００３３】
　本実施形態の駆動方法では、色再現性を良くするために、すべてのデータ線Ｘ１～Ｘｍ
が所定の基準電圧（典型的には、システムグランド電圧ＧＮＤ）にプリチャージされた直
後に、Ｇ走査線に接続されたＧ液晶セルが駆動される。プリチャージは、全てのデータ線
Ｘ１～Ｘｍを、システムグランド電圧の基準電圧線ｃ１にショートすることによって行わ
れる。
【００３４】
　詳細には、プリチャージの直後に、Ｇ走査線が選択されると共に、緑（Ｇ）の画像デー
タに応じたデータ信号が各データ線Ｘ１～Ｘｍに供給される。プリチャージされた直後に
Ｇ液晶セルが駆動されるのは、Ｇ液晶セルが実際に駆動される電圧から、直前に供給され
たデータ信号の影響を排除するためである。緑色は、赤色及び青色に比べて視感度が高く
、輝度差が認識されやすい。よって、Ｇ液晶セルにデータ信号が供給されたときに、直前
に供給されたデータ信号の影響によってＧ液晶セルに実際に印加される電圧が所望の電圧
レベルからずれると、色再現性が悪くなる。プリチャージの直後にＧ液晶セルを駆動する
ことにより、Ｇ液晶セルが実際に駆動される電圧から直前に供給されたデータ信号の影響
を排除することができる。
【００３５】
　Ｇ液晶セルの駆動に続いて、Ｒ走査線に接続されたＲ液晶セル及びＢ走査線に接続され
たＢ液晶セルが駆動される。図３の動作では、まず、Ｒ走査線が選択されると共に赤（Ｒ
）の画像データに応じたデータ信号が各データ線Ｘ１～Ｘｍに供給され、Ｒ液晶セルが駆
動される。更に続いて、Ｂ走査線が選択されると共に青（Ｂ）の画像データに応じたデー
タ信号が各データ線Ｘ１～Ｘｍに供給され、Ｂ液晶セルが駆動される。Ｒ液晶セル及びＢ
液晶セルの駆動では、その直前に供給されたデータ信号の影響を受ける。例えば、Ｒ液晶
セルが実際に駆動される電圧は、その直前のＧ液晶セルの駆動のために供給されたデータ
信号の影響を受ける。また、Ｂ液晶セルが実際に駆動される電圧は、その直前のＲ液晶セ
ルの駆動のために供給されたデータ信号の影響を受ける。しかしながら、赤色及び青色は
、緑色に比べて視感度が低いので、直前に供給されたデータ信号の影響があっても、実際
に観察される色への影響は少ない。
【００３６】
　このように、図３の駆動方法では、プリチャージの直後にＧ液晶セルを駆動することに
より、Ｇ液晶セルが実際に駆動される電圧から直前のデータ信号の影響を排除し、これに
より、色再現性が向上される。なお、図３の駆動方法では、Ｒ液晶セルの駆動の後にＢ液
晶セルが駆動されるが、Ｒ液晶セルとＢ液晶セルの駆動の順序は逆であることも可能であ
る。
【００３７】
　画質を一層に良くするために、本実施形態では、データ信号の極性が、隣接するデータ
線で反転されると共に１水平期間ごとに（即ち、３走査期間ごとに）反転される。このよ
うな駆動方法は、以降の説明では３Ｇ反転駆動ということがある。本実施形態の３Ｇ反転
駆動においては、共通電極は一定の共通電圧に保たれる。図３を参照しながら第（２ｊ－
１）フレーム期間におけるデータ信号の極性を具体例として説明すれば、走査線Ｙ１～Ｙ
３に接続されている液晶セル９について、データ線Ｘ１、Ｘ３に接続される液晶セル９に
供給されるデータ信号の極性が正であるのに対し、データ線Ｘ２、Ｘ４に接続される液晶
セル９に供給されるデータ線の極性は負である。一方、走査線Ｙ４～Ｙ６に接続されてい
る液晶セル９については、データ線Ｘ１、Ｘ３に接続される液晶セル９に供給されるデー
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タ信号の極性が負であるのに対し、データ線Ｘ２、Ｘ４に接続される液晶セル９に供給さ
れるデータ信号の極性は正である。第２ｊフレーム期間には、すべての液晶セル９の電圧
極性が反転するように駆動される。このような３Ｇ反転駆動の採用により、カラム反転駆
動の問題であった縦ストライプパターンでのフリッカ、及びウィンドウパターンでのクロ
ストークを抑制することができる。
【００３８】
　以下では、本実施形態における液晶表示パネル２の駆動方法を、図４のタイミングチャ
ートを参照して詳細に説明する。以下では、画像データが６ビット（６４階調）であり、
液晶セル９の液晶がノーマリーブラックであるとして説明する。更に、０階調に相当する
二進数００００００を十六進数で００ｈ、６３階調に相当する二進数１１１１１１を十六
進数で３Ｆｈと表す。画像データの値が００ｈであると、光の透過率が最小（黒）になり
、３Ｆｈであると、光の透過率が最大（白）になる。また、画像データが００ｈのときの
正極性の階調電圧をＶ０ｐ、負極性の階調電圧をＶ０ｎと記載する。更に、画像データが
３Ｆｈのときの正極性の階調電圧をＶ６３ｐ、負極性の階調電圧はＶ６３ｎと記載する。
図４のタイミングチャートでは、データ信号の消費電流が最大になる表示パターンである
、シアンのラスタパターンを表示する例を示す。シアンのラスタパターンを表示させるた
めには、液晶表示パネル２の全面に渡って、赤（Ｒ）の画像データが００ｈに、緑（Ｇ）
の画像データが３Ｆｈに、青（Ｂ）の画像データが３Ｆｈに設定される。以下では、デー
タ線Ｘ１、Ｘ２に接続された液晶セル９の駆動に関連する動作にのみ言及されるが、他の
データ線に接続された液晶セル９についても同様に駆動されることは、当業者には容易に
理解されよう。
【００３９】
　図４において、時刻ｔ１０は、第（２ｊ－１）フレーム期間の第１水平期間の開始時刻
である。時刻ｔ１０より前の時刻ｔ９の直前における各スイッチの状態は、下記の通りで
ある：スイッチ２１、２２はターンオフを維持し、スイッチ２３はターンオンを維持して
いる。スイッチ５３、６３はターンオフされており、スイッチ５２、６２はターンオンさ
れている。また、スイッチ７１、７４はターンオフを維持し、スイッチ７２、７３はター
ンオンを維持している。この状態では、Ｄ／Ａ変換回路５１、６１の出力はハイインピー
ダンス（以降ではＨｉ－Ｚと略す）である。以下では、各スイッチのターンオン、ターン
オフの状態が変化したときのみ、当該スイッチについて言及することにする。
【００４０】
　第１水平期間が開始される直前の時刻ｔ９において、データ線Ｘ１、Ｘ２のＧＮＤへの
プリチャージが開始される。詳細には、スイッチ５３、６３がターンオンされ、スイッチ
５２、６２がターンオフされる。スイッチ５３、６３がターンオンされると、データ線Ｘ
１、Ｘ２のＧＮＤへのプリチャージが開始される。
【００４１】
　続いて、時刻ｔ１０において第１水平期間が開始される。まず、時刻ｔ１０に、スイッ
チ７１、７４がターンオンされる。スイッチ７１、７４がターンオンされると、スイッチ
７１～７４の４個のスイッチが同時にターンオンしているので駆動能力が上がり、データ
線Ｘ１、Ｘ２のＧＮＤへのプリチャージが加速される。
【００４２】
　更に、時刻ｔ１０においてスイッチ２１がターンオンされ、スイッチ２３がターンオフ
され、また、図示していないロジック回路からラッチ回路１１、１２に画像データが転送
される。ラッチ回路１１、１２の前段のロジック部において、画像データは、目的とする
データ線に対応するラッチ回路１２に転送されるように処理される。また、階調電圧生成
回路５５、６５は、緑（Ｇ）のガンマカーブに対応する階調電圧を生成するように設定さ
れる。スイッチ２１がターンオンすると、緑（Ｇ）の画像データが正極レベルシフタ３１
に入力され、正極Ｄ／Ａ変換回路５１では画像データに応じた正極性の階調電圧が選択さ
れる。また、緑（Ｇ）の画像データが負極レベルシフタ３２に入力され、負極Ｄ／Ａ変換
回路６１では画像データに応じた負極性の階調電圧が選択される。
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【００４３】
　次に、時刻ｔ１１に、スイッチ５２、６２がターンオンされ、スイッチ５３、６３がタ
ーンオフされ、スイッチ７２、７３がターンオフされる。同時に、第１走査グループの走
査線Ｙ２が選択され、電圧Ｖｇｏｎにプルアップされる。走査線Ｙ２は、Ｇ液晶セルに接
続された走査線であることに留意されたい。この状態では、データ線Ｘ１に緑（Ｇ）の正
極性のデータ信号Ｖ６３ｐが供給され、データ線Ｘ２に緑（Ｇ）の負極性のデータ信号Ｖ
６３ｎが供給され、更に、選択された走査線Ｙ２に接続されたＴＦＴ７がターンオンされ
。これにより、走査線Ｙ２に接続されたＧ液晶セルの画素電極８に緑（Ｇ）のデータ信号
が供給される。走査線Ｙ２は、時刻ｔ１０と時刻ｔ１１の間、つまり、プリチャージの途
中に選択されてもよい。
【００４４】
　次に、時刻ｔ１３において、走査線Ｙ２が非選択になり、電圧Ｖｇｏｆｆにプルダウン
される。これにより、走査線Ｙ２に接続されたＧ液晶セルのＴＦＴ７がターンオフし、Ｇ
液晶セルの画素電極８に緑（Ｇ）のデータ信号が保持される。
【００４５】
　次に、時刻ｔ１４において、スイッチ２１がターンオフに、スイッチ２２がターンオン
にされ、これにより、赤（Ｒ）の画像データがレベルシフタ３１、３２に入力される。Ｄ
／Ａ変換回路５１、６１では画像データに応じた階調電圧が選択される。同時に、第１走
査グループの走査線Ｙ１が選択される。走査線Ｙ１は、Ｒ液晶セルに接続された走査線で
あることに留意されたい。また、階調電圧生成回路５５、６５では、赤（Ｒ）及び青（Ｂ
）のガンマカーブに対応する階調電圧を生成するように設定される。この状態では、デー
タ線Ｘ１に赤（Ｒ）の正極性のデータ信号Ｖ０ｐが供給され、データ線Ｘ２に赤（Ｒ）の
負極性のデータ信号Ｖ０ｎが供給され、選択された走査線Ｙ１に接続されたＴＦＴ７がタ
ーンオンされる。これにより、走査線Ｙ１に接続されたＲ液晶セルの画素電極８に赤（Ｒ
）のデータ信号が供給される。
【００４６】
　次に、時刻ｔ１６に、走査線Ｙ１は非選択にされる。これにより、走査線Ｙ１に接続さ
れたＲ液晶セルのＴＦＴ７がターンオフし、Ｒ液晶セルの画素電極８に赤（Ｒ）のデータ
信号が保持される。
【００４７】
　次に、時刻ｔ１７において、スイッチ２２がターンオフに、スイッチ２３がターンオン
され、これにより、青（Ｂ）の画像データがレベルシフタ３１、３２に入力される。Ｄ／
Ａ変換回路５１、６１では画像データに応じた階調電圧が選択される。同時に、第１走査
グループの走査線Ｙ３が選択される。走査線Ｙ３は、Ｂ液晶セルに接続された走査線であ
ることに留意されたい。この状態では、データ線Ｘ１に青（Ｂ）の正極性のデータ信号Ｖ
６３ｐが供給され、データ線Ｘ２に青（Ｂ）の負極性のデータ信号Ｖ６３ｎが供給され、
走査線Ｙ３に接続されたＴＦＴ７がターンオンされる。これにより、Ｂ液晶セルの画素電
極８に青（Ｂ）のデータ信号が供給される。
【００４８】
　次に、時刻ｔ１８に、走査線Ｙ３は非選択にされる。これにより、走査線Ｙ３に接続さ
れたＢ液晶セルのＴＦＴ７がターンオフし、Ｂ液晶セルの画素電極８に青（Ｂ）のデータ
信号が保持される。
【００４９】
　以上の手順により、走査線Ｙ２に接続されたＧ液晶セル、走査線Ｙ１に接続されたＲ液
晶セル、及び、走査線Ｙ３に接続されたＢ液晶セルの駆動が完了する。
【００５０】
　次に、時刻ｔ１９において、データ線Ｘ１、Ｘ２のプリチャージが再度に開始される。
詳細には、スイッチ５２、６２がターンオフに、スイッチ５３、６３がターンオンされ、
Ｄ／Ａ変換回路５１、６１はＨｉ－Ｚに設定される。また、正極性のデータ信号が供給さ
れたデータ線Ｘ１、負極性のデータ信号が供給されたデータ線Ｘ２はＧＮＤにプリチャー
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ジされる。
【００５１】
　Ｇ液晶セルの駆動期間は、ｔ１１からｔ１４までの期間ＴＧであり、Ｒ液晶セルの駆動
期間は、ｔ１４からｔ１７までの期間ＴＲであり、Ｂ液晶セルの駆動期間は、ｔ１７から
ｔ１９までの期間ＴＢである。本実施形態では、期間ＴＧ、期間ＴＲ、期間ＴＢの長さが
等しくなるように液晶セル９が駆動される。
【００５２】
　次に、時刻ｔ２０において第２水平期間が開始される。まず、スイッチ７２、７３がタ
ーンオンされる。スイッチ７２、７３がターンオンされると、スイッチ７１～７４の４個
のスイッチが同時にターンオンしているので駆動能力が上がり、データ線Ｘ１、Ｘ２のＧ
ＮＤへのプリチャージが加速される。
【００５３】
　更に、時刻ｔ２０においてスイッチ２１がターンオンされ、スイッチ２３がターンオフ
される。また、ラッチ回路１１、１２に画像データが転送される。更に、階調電圧生成回
路５５、６５は、緑（Ｇ）のガンマカーブに対応する階調電圧を生成するように設定され
る。緑（Ｇ）の画像データがレベルシフタ３１、３２に入力され、Ｄ／Ａ変換回路５１、
６１では画像データに応じた階調電圧が選択される。
【００５４】
　次に、時刻ｔ２１に、スイッチ５２、６２がターンオンされ、スイッチ５３、６３がタ
ーンオフされ、スイッチ７１、７４がターンオフされる。同時に、第２走査グループの走
査線Ｙ５が選択される。この状態では、データ線Ｘ１に緑（Ｇ）の負極性のデータ信号Ｖ
６３ｎが供給され、データ線Ｘ２に緑（Ｇ）の正極性のデータ信号Ｖ６３ｐが供給され、
走査線Ｙ５に接続されたＴＦＴ７がターンオンする。これにより、走査線Ｙ５に接続され
たＧ液晶セルの画素電極８に緑（Ｇ）のデータ信号が供給される。
【００５５】
　次に、時刻ｔ２３に、走査線Ｙ５は非選択になり、走査線Ｙ５に接続されたＧ液晶セル
のＴＦＴ７がターンオフされ、Ｇ液晶セルの画素電極８に緑（Ｇ）のデータ信号が保持さ
れる。
【００５６】
　次に、時刻ｔ２４に、スイッチ２１がターンオフされ、スイッチ２２がターンオンされ
る。これにより、赤（Ｒ）の画像データがレベルシフタ３１、３２に入力され、Ｄ／Ａ変
換回路５１、６１では画像データに応じた階調電圧が選択される。同時に、第２走査グル
ープの走査線Ｙ４が選択される。走査線Ｙ４は、Ｒ液晶セルに接続される走査線であるこ
とに留意されたい。また、階調電圧生成回路５５、６５は、赤（Ｒ）、青（Ｂ）のガンマ
カーブに対応する階調電圧を生成するように設定される。この状態では、データ線Ｘ１に
赤（Ｒ）の負極性のデータ信号Ｖ０ｎが供給され、データ線Ｘ２に赤（Ｒ）の正極性のデ
ータ信号Ｖ０ｐが供給され、走査線Ｙ４に接続されたＴＦＴ７がターンオンされる。これ
により、走査線Ｙ４に接続されたＲ液晶セルそれぞれの画素電極に赤（Ｒ）のデータ信号
が供給される。
【００５７】
　次に、時刻ｔ２６に、走査線Ｙ４は非選択になる。これにより、走査線Ｙ４に接続され
たＴＦＴ７がターンオフし、走査線Ｙ４に接続されたＲ液晶セルそれぞれの画素電極８に
（Ｒ）のデータ信号が保持される。
【００５８】
　次に、時刻ｔ２７に、スイッチ２２がターンオフ、スイッチ２３がターンオンされる。
これにより、青（Ｂ）の画像データがレベルシフタ３１、３２に入力され、Ｄ／Ａ変換回
路５１、６１では画像データに応じた階調電圧が選択される。同時に、第２走査グループ
の走査線Ｙ６が選択される。走査線Ｙ６が、Ｂ液晶セルに接続された走査線であることに
留意されたい。この状態では、データ線Ｘ１に青（Ｂ）の負極のデータ信号Ｖ６３ｎが供
給され、データ線Ｘ２に青（Ｂ）の正極のデータ信号Ｖ６３ｐが供給され、走査線Ｙ６に
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接続されたＴＦＴ７がターンオンされる。これにより、走査線Ｙ６に接続されたＢ液晶セ
ルそれぞれの画素電極８に青（Ｂ）のデータ信号が供給される。
【００５９】
　次に、時刻ｔ２８に、走査線Ｙ６は非選択になる。これにより、走査線Ｙ６に接続され
たＴＦＴ７がターンオフされ、Ｂ液晶セルの画素電極に青（Ｂ）のデータ信号が保持され
る。
【００６０】
　次に、時刻ｔ２９に、スイッチ５２、６２がターンオフされ、スイッチ５３、６３がタ
ーンオンされ、Ｄ／Ａ変換回路５１、６１はＨｉ－Ｚとなる。これにより、負極性のデー
タ信号が供給されたデータ線Ｘ１、正極性のデータ信号が供給されたデータ線Ｘ２が、Ｇ
ＮＤにプリチャージされる。
【００６１】
　以降、第ｎ走査グループの走査が終了するまで、時刻ｔ１０から時刻ｔ２９までと同様
の動作が繰り返し行われる。
【００６２】
　次の第２ｊフレーム期間では、すべての液晶セル９に印加されるデータ信号の極性を反
転させる点を除いては、第（２ｊ－１）フレーム期間と同じ動作によって液晶セル９が駆
動される。
【００６３】
　以上の手順を簡潔に説明すると、第１水平期間においては第１走査グループの走査線Ｙ
１～Ｙ３が走査される。第１走査グループの走査では、走査線Ｙ１～Ｙ３が、緑（Ｇ）に
対応する走査線Ｙ２、赤（Ｒ）に対応する走査線Ｙ１、青（Ｂ）に対応する走査線Ｙ３の
順に選択される。次の第２水平期間においては、第２走査グループの走査線Ｙ４～Ｙ６が
走査される。第２走査グループの走査では、走査線Ｙ４～Ｙ６が、緑（Ｇ）に対応する走
査線Ｙ５、赤（Ｒ）に対応する走査線Ｙ４、青（Ｂ）に対応する走査線Ｙ６の順に選択さ
れる。同様に、第ｉ水平期間においては第ｉ走査グループの走査線Ｙ（３ｉ－２）～Ｙ３
ｉが走査される。第ｉ走査グループの走査では、走査線Ｙ（３ｉ－２）～Ｙ３ｉが、緑（
Ｇ）に対応する走査線Ｙ（３ｉ－１）、赤（Ｒ）に対応する走査線Ｙ（３ｉ－２）、青（
Ｂ）に対応する走査線Ｙ３ｉの順に選択される。また、すべてのデータ線Ｘ１～Ｘｍが、
水平ブランキング期間（ｔ９からｔ１１までの期間、ｔ１９からｔ２１までの期間）にＧ
ＮＤにプリチャージされる。更に、データ信号の極性は、１水平期間ごと（３走査期間ご
と）に反転される。また、隣り合うデータ線でデータ信号の極性が異なる。各画素の極性
は、１フレームごとに反転される。
【００６４】
　このような駆動方法によれば、色再現性を向上させることができる。緑（Ｇ）の液晶セ
ル９は、データ信号が供給される前にＧＮＤにプリチャージされるので、直前に供給され
たデータ信号の影響を受けず、所望通りの電圧で駆動される。緑色はヒトの視感度が高い
ので、緑（Ｇ）の液晶セル９の駆動において直前に供給されたデータ信号の影響を排除す
ることは、色再現性の向上に有効である。その一方で、赤（Ｒ）及び青（Ｂ）の液晶セル
９の駆動は、前データ信号の影響を受ける。例えば、シアンのラスタパターンを表示する
には、緑（Ｇ）、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９は、それぞれ電圧Ｖ６３、Ｖ０、Ｖ６
３で駆動されることが理想である。しかしながら、前データ信号の影響により、赤（Ｒ）
の液晶セル９が保持する電圧は、例えば２階調分だけ明るい階調に対応する電圧Ｖ２とな
り、青（Ｂ）の液晶セル９が保持する電圧は２階調分だけ暗い階調に対応する電圧Ｖ６１
となってしまう。しかしながら、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９は、緑（Ｇ）の液晶セ
ル９より視感度が低いことから、本来の電圧からのシフトによる輝度差は認識されにくい
。よって、色再現性への影響は少ない。
【００６５】
　加えて、本実施形態の駆動方法では、データ信号の極性が、隣接するデータ線で反転さ
れると共に１水平期間ごとに（即ち、３走査期間ごとに）反転される３Ｇ反転駆動が使用
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される。３Ｇ反転駆動の採用は、カラム反転駆動の問題であった縦ストライプパターンで
のフリッカ、及びウィンドウパターンでのクロストークの抑制に有効である。
【００６６】
　図５の表の「ＧＲＢの順序」の欄は、各走査グループの走査において、緑（Ｇ）に対応
する走査線、赤（Ｒ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応する走査線が、この順に駆動さ
れる場合の前データ信号の影響度合いと、データ信号の消費電流をまとめたものである。
カラーフィルターは、上から赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の横ストライプ配列であり、
液晶セル９の液晶はノーマリーブラックであるとしている。消費電流はドット反転駆動（
１Ｇ反転駆動）の白ラスタパターンを基準としている。影響度合いの判定においては、２
階調分だけ電圧がシフトした場合に液晶セル９の実際の輝度が「明るく」又は「暗く」と
なっていると判定され、１階調分だけ電圧がシフトした場合に、液晶セル９の実際の輝度
が「やや明るく」又は「やや暗く」なっていると判定されている。ただし、画素数、フレ
ーム周波数、駆動電圧などによっては３階調分以上電圧がシフトすることもあることに留
意されたい。赤のラスタパターンが液晶表示パネル２に表示される場合、赤（Ｒ）の画像
データ３Ｆｈ、緑（Ｇ）の画像データ及び青（Ｂ）の画像データは００ｈである。この場
合、データ線に供給されるデータ信号の電圧レベルは、赤（Ｒ）の液晶セル９の駆動にお
いては電圧Ｖ６３、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の液晶セル９の駆動においては電圧Ｖ０である
。しかし、赤（Ｒ）の液晶セル９に保持される電圧は、緑（Ｇ）のデータ信号（電圧レベ
ルＶ０）の影響により、２階調分だけ暗い階調に対応する電圧Ｖ６１となり、青（Ｂ）の
液晶セル９に保持される電圧は、赤（Ｒ）のデータ信号（電圧レベルＶ６３）の影響によ
り、２階調分だけ明るい階調に対応する電圧Ｖ２となることを示している。他の表示色に
ついては説明を割愛する。
【００６７】
　また、横ストライプ配列の液晶表示パネル２を駆動する場合、データドライバＩＣ３の
階調電圧生成回路５５、６５は、緑（Ｇ）のガンマカーブに対応した階調電圧を生成する
設定と、赤（Ｒ）、青（Ｂ）のガンマカーブに対応した階調電圧を生成する設定との両方
に対応可能に構成される。いずれの設定が使用されるかは、時間的に切り換えられる。緑
（Ｇ）の液晶セル９の駆動においては、データ線の電圧レベルは、ＧＮＤレベルから正極
、又は負極になる。即ち、データ線の電圧レベルは、増加するか減少するかが予め決まっ
ている。最小輝度電圧Ｖ０ではＧＮＤからの電圧差が小さいので、ガンマカーブによる補
正量は小さく、最大輝度電圧Ｖ６３ではＧＮＤからの電圧差が大きいのでガンマカーブに
よる補正量が大きくされる。これに対して、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９の駆動にお
いては、前データ信号の影響を受けるため、データ線の電圧レベルが増加するか減少する
かが事前には決められていない。したがって、データ信号の電圧レベルは、一律に補正す
ることができない。したがって、図６に示されているように、緑（Ｇ）のガンマカーブの
電圧振幅（最小輝度電圧Ｖ０と最大輝度電圧Ｖ６３の差）は、赤（Ｒ）、青（Ｂ）のガン
マカーブの電圧振幅より大きくされる。本実施形態によれば、視感度の高い緑（Ｇ）の液
晶セル９は、プリチャージ電圧、プリチャージ期間、画像データに応じたデータ信号によ
る駆動期間、ガンマカーブの４つの調整により理想値に近い色を実現することができる。
【００６８】
　次に、消費電流について説明する。ドット反転駆動（１Ｇ反転駆動）では、液晶がノー
マリーブラックのときには白ラスタパターンで消費電流が最大になる。このときのデータ
線の消費電流値（以降において基準電流値と呼ぶ）を基準として、カラム反転駆動、３Ｇ
反転駆動の消費電流について説明する。カラム反転駆動では、データ信号の消費電流が最
小なのは、電圧の変動がないラスタパターンである。これに対し、マゼンダ、グリーン横
ストライプパターンや、マゼンダ、グリーン市松パターンでは消費電流が最大になる。し
かし、基準電流値に比べて約１／２の消費電流で済む。
【００６９】
　本実施形態の３Ｇ反転駆動では、消費電流が最大になる表示パターンは、シアンのラス
タパターンで、基準電流値に比べて約２／３の消費電流である。したがって、最大消費電
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流は、カラム反転駆動＜３Ｇ反転駆動＜１Ｇ反転駆動の順に大きくなる。
【００７０】
　横ストライプ配列になることで、走査線が３倍になり、データ線の負荷容量は増大し、
また駆動周波数が３倍になっているのでデータドライバＩＣ３の消費電流が増大し発熱す
る。データドライバＩＣ３の内部で消費電流が大きい部分は、レベルシフタ３１、３２、
Ｄ／Ａ変換回路５１、６１である。レベルシフタ３１、３２は画像データが反転したとき
に過渡電流が流れ消費電流が大きくなる。Ｄ／Ａ変換回路５１、６１は、ボルテージフォ
ロアなどの増幅器を含むため消費電流が大きくなる。消費電力は電源電圧の２乗に比例す
ることから電源電圧を低くするのが効果的である。したがって、本実施形態では、正極駆
動部５０と負極駆動部６０を別々の電源電圧で動作させる。
【００７１】
　加えて、正極駆動部５０が生成する正極性のデータ信号の電圧振幅が、負極駆動部６０
が生成する負極性のデータ信号の電圧振幅と異なっていることが好ましい。各液晶セル９
のＴＦＴ７のしきい電圧Ｖｔは、データ信号の電圧レベルＶｄに依存し、Ｖｔ＝Ｖｄ＋Ｖ
ｔ０で表される。ただし、Ｖｔ０は、データ信号の電圧レベルＶｄに依存しないしきい電
圧である。ＴＦＴ７がｎ型であれば、データ信号が正極性のときのしきい電圧Ｖｔは、デ
ータ信号が負極性のときのしきい電圧Ｖｔより高くなる。したがって、走査信号の波形な
まりにより、ターンオン期間が正極では短くなり、画素電極８への書き込み効率が低下す
る。また、ＴＦＴ７のフィードスルー誤差が正極性のデータ信号の方で大きいことも、正
極性のデータ信号と負極性のデータ信号の間の電圧振幅が異なせることが好適であること
の一因でもある。液晶セル９の容量をＣｃ、ＴＦＴ７のゲート容量をＣｇ、ＴＦＴ７のゲ
ート電圧のオフ電圧をＶｇｏｆｆとすれば、フィードスルー誤差ΔＶは、ΔＶ＝（Ｖｇｏ
ｆｆ－Ｖｔ）×Ｃｇ／（Ｃｃ＋Ｃｇ）で表される。オフ電圧Ｖｇｏｆｆから電圧差の大き
い正極性のデータ信号はフィードスルー誤差が大きい。これらの要因を補正するために、
正極性のデータ信号の電圧振幅は負極性のデータ信号の電圧振幅より大きくされる。
【００７２】
　各走査グループにおける走査は、緑（Ｇ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応する走査
線、赤（Ｒ）に対応する走査線の順序で行われてもよい。図５の表の「ＧＢＲの順序」の
欄は、各走査グループの走査において、緑（Ｇ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応する
走査線、赤（Ｒ）に対応する走査線が、この順に駆動される場合の前データ信号の影響度
合いと、データ信号の消費電流をまとめたものである。この場合、消費電流が最大になる
表示パターンは、イエローのラスタパターンで、基準電流値に比べて約２／３の消費電流
である。
【００７３】
　本実施形態では、基準電圧をシステムグランドＧＮＤとして説明したが、基準電圧はＶ
ＤＤ／２（ハーフＶＤＤ）であってもよく、例えば、ＶＤＤ＝１２Ｖであれば、基準電圧
は６Ｖ、ＶＰＨ＝１２Ｖ、ＶＮＬ＝０Ｖになり、正極は６Ｖ～１２Ｖ、負極は０Ｖ～６Ｖ
である。基準電圧より高い電圧を正極、基準電圧より低い電圧を負極とすればよい。
【００７４】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態では、緑（Ｇ）に対応する走査線が各走査グループでプリチャージの直
後に最初に選択されることは第１の実施形態と同様であるが、赤（Ｒ）に対応する走査線
と青（Ｂ）に対応する走査線の走査順序が２フレーム期間ごとに入れ替えられる。
【００７５】
　図７は、第２の実施形態における液晶セル９の駆動方法を示す概念図である。第（４ｊ
－３）フレーム期間、及びその次の第（４ｊ－２）フレーム期間では、各走査グループの
走査線が、緑（Ｇ）に対応する走査線、赤（Ｒ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応する
走査線の順序で駆動される。より具体的には、走査線Ｙ１～Ｙ３ｎの走査順序は、走査線
Ｙ２、Ｙ１、Ｙ３、Ｙ５、Ｙ４、Ｙ６、・・・、Ｙ（３ｉ－１）、Ｙ（３ｉ－２）、Ｙ３
ｉ、・・・、Ｙ（３ｎ－１）、Ｙ（３ｎ－２）、Ｙ３ｎである。
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【００７６】
　一方、次の第（４ｊ－１）フレーム期間、及びその次の第４ｊフレーム期間では、各走
査グループの走査線が、緑（Ｇ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応する走査線、赤（Ｒ
）に対応する走査線の順序で駆動される。より具体的には、走査線Ｙ１～Ｙ３ｎの走査順
序は、走査線Ｙ２、Ｙ３、Ｙ１、Ｙ５、Ｙ６、Ｙ４、・・・、Ｙ（３ｉ－１）、Ｙ３ｉ、
Ｙ（３ｉ－２）、・・・、Ｙ（３ｎ－１）、Ｙ３ｎ、Ｙ（３ｎ－２）である。
【００７７】
　データドライバＩＣ３のタイミング制御回路は、ＩＣ内部のマルチプレクサ２０と、液
晶表示パネル２の走査線駆動回路５に入替信号を供給し、これにより、データ信号と走査
線の走査順序を正しく対応させる。入替信号に応じて、走査線駆動回路５は、赤（Ｒ）に
対応する走査線と青（Ｂ）に対応する走査線の走査順序を入れ替える。走査順序を入れ替
える回路は、走査駆動回路５のシフトレジスタ部と出力バッファ部との間にシフトレジス
タ部からの信号を入れ替える入替回路を設ける。以下に述べられるように、赤（Ｒ）に対
応する走査線と青（Ｂ）に対応する走査線の走査順序を入れ替えることは、色再現性の向
上に有効である。
【００７８】
　第２の実施形態の駆動方法における色再現性と消費電流について、図５を参照して説明
する。図５の表の「ＧＲＢ、ＧＢＲの順序」の欄は、２フレーム期間ごとに赤（Ｒ）に対
応する走査線と青（Ｂ）に対応する走査線の走査順序を入れ替えたときの前データ信号の
影響度合いと、データ信号の消費電流を示す。例えば、緑のラスタパターンを表示するに
は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の液晶セル９は、それぞれ電圧Ｖ０、Ｖ６３、Ｖ０で
駆動されることが理想である。各走査グループの走査順序が緑（Ｇ）に対応する走査線、
赤（Ｒ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応する走査線の順に固定されると、前データ信
号の影響により、赤（Ｒ）の液晶セルが保持する電圧は２階調分だけ明るいＶ２となる。
青（Ｂ）の液晶セルが保持する電圧は前データ信号が赤（Ｒ）のＶ０なので影響を受けな
い。一方、全ての走査グループの走査順序が緑（Ｇ）に対応する走査線、青（Ｂ）に対応
する走査線、赤（Ｒ）に対応する走査線の順に固定されると、前データ信号の影響により
、青（Ｂ）の液晶セル９が保持する電圧は２階調分だけ明るい階調に対応する電圧Ｖ２と
なり、赤（Ｒ）の液晶セル９が保持する電圧は前データ信号が青（Ｂ）のＶ０なので影響
を受けない。したがって、２フレーム期間ごとに赤（Ｒ）に対応する走査線と青（Ｂ）に
対応する走査線の走査順序を入れ替えると赤（Ｒ）の液晶セル９及び青（Ｂ）の液晶セル
９のそれぞれの実際の輝度が平均化される；赤（Ｒ）の液晶セル９は１階調分だけ明るく
なり、青（Ｂ）の液晶セル９は１階調分だけ明るくなる。このように、赤（Ｒ）に対応す
る走査線と青（Ｂ）に対応する走査線の走査順序を入れ替えると、前データ信号の影響度
合いが分散して色再現性が向上する。
【００７９】
　また、データ信号の最大消費電流は、ＧＢＲの順序であるフレーム期間のイエローか、
又はＧＲＢの順序であるフレーム期間のシアンのラスタパターンを表示したときで、２フ
レームごとにＧＲＢの順序とＧＢＲの順序とを入れ替えることで、イエロー、又はシアン
のラスタパターンを表示したときの消費電流は基準電流値が表示される場合の約１／２に
なる。これは、カラム反転駆動のデータ信号の最大消費電流と同じになる。つまり、本実
施形態の３Ｇ反転駆動によれば、最大消費電流はカラム反転駆動と同じで、画質を良くす
ることができる。
【００８０】
　以上説明した第２の実施形態では、走査線の走査順序は２フレーム期間ごとに入れ替え
たが、１フレーム期間ごとに入れ替えてもよい。例えば、第（４ｊ－３）フレーム期間と
第４ｊフレーム期間の走査順序を１フレーム期間ごとに入れ替える。又は、第（４ｊ－２
）フレーム期間と第（４ｊ－１）フレーム期間の走査順序を１フレーム期間ごとに入れ替
えてもよい。
【００８１】
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（第３の実施形態）
　第３の実施形態では、緑（Ｇ）、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の走査線を予備走査して走査期間
を互いにオーバーラップさせることで、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９の画素電極８へ
の駆動期間が短くならないようにしている。より具体的には、図８に示されているように
、緑（Ｇ）に対応する走査線Ｙ２の走査期間（時刻ｔ１１から時刻ｔ１３までの期間）と
、赤（Ｒ）に対応する走査線Ｙ１の走査期間（時刻ｔ１２から時刻ｔ１６までの期間）と
が、時刻ｔ１２から時刻ｔ１３までの期間でオーバーラップしている。同様に、赤（Ｒ）
に対応する走査線Ｙ１の走査期間（時刻ｔ１２から時刻ｔ１６までの期間）と、青（Ｂ）
に対応する走査線Ｙ３の走査期間（時刻ｔ１５から時刻ｔ１８までの期間）とが、時刻ｔ
１５から時刻ｔ１６までの期間でオーバーラップしている。
【００８２】
　上述の第１の実施形態では、緑（Ｇ）の液晶セル９の駆動期間ＴＧ（時刻ｔ１１から時
刻ｔ１４までの期間）、赤（Ｒ）の液晶セル９の駆動期間ＴＲ（時刻ｔ１４から時刻ｔ１
７までの期間）、青（Ｂ）の液晶セル９の駆動期間ＴＢ（時刻ｔ１７から時刻ｔ１９まで
の期間）の長さは同じであるが、第３の実施形態では、駆動期間ＴＧ、ＴＲ、ＴＢの長さ
が異なってもよい。例えば、駆動期間ＴＧ、ＴＲ、ＴＢの長さは、ＴＧ＞ＴＲ＝ＴＢ、Ｔ
Ｇ＞ＴＲ＞ＴＢ、ＴＧ＜ＴＲ＝ＴＢ、ＴＲ＞ＴＧ＞ＴＢなどであってもよい。図８では、
緑（Ｇ）の液晶セル９の駆動期間ＴＧが、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９の駆動期間Ｔ
Ｒ、ＴＢより長くなっている。
【００８３】
　図９のタイミングチャートを用いてオーバーラップのタイミングについて説明する。緑
（Ｇ）、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の走査線の走査期間をオーバーラップさせると、データ線に
走査線からのカップリングノイズが発生する。時刻ｔ１２から時刻ｔ１３までの期間が短
すぎるとノイズが収束しないので表示むらになる。しかし、オーバーラップ期間が長すぎ
ても色再現性が悪くなる。中間階調付近（電圧Ｖ３２付近）では、中間階調になるまでの
画素電極８の電圧の変化の方向が異なると輝度差が認識されやすい。そこで、時刻ｔ１４
において、画素電極８の電圧が、中間階調を越えない最大階調数の１／４から１／３の階
調（電圧Ｖ１６から電圧Ｖ２２付近）程度になるようにオーバーラップ期間が設定される
のが好ましい。第３の実施形態では、第１の実施形態に比べて、赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液
晶セル９の画素電極８への書き込み期間を長くすることができるので、赤（Ｒ）、青（Ｂ
）の色再現性を向上させることができる。
【００８４】
　また、第１走査グループの青（Ｂ）の走査線Ｙ３と第２走査グループの緑（Ｇ）の走査
線Ｙ５の走査期間をオーバーラップさせると、データ信号の極性が異なるために、緑（Ｇ
）の画素電極が反対極性に予備充電されて色再現性が悪くなる。したがって、データ信号
の極性が反転する期間を含むオーバーラップは好ましくない。
【００８５】
　カップリングノイズの収束が遅く、表示むらが生じるときは、緑（Ｇ）、赤（Ｒ）、青
（Ｂ）の走査線の走査期間をオーバーラップさせることは好ましくない。むしろ、駆動期
間ＴＧ、ＴＲ、ＴＢの長さが、ＴＧ＜ＴＲ＝ＴＢを成立させるように赤（Ｒ）と青（Ｂ）
の駆動期間ＴＲ、ＴＢを長くし、赤（Ｒ）と青（Ｂ）の色再現性を向上させることが好ま
しい。
【００８６】
　また、駆動期間ＴＧ、ＴＲ、ＴＢの長さが、ＴＲ＞ＴＧ＞ＴＢを成立せせるように調節
されてもよい。この例として、ガンマカーブを切り換えるのに必要な時間分だけ赤（Ｒ）
の駆動期間ＴＲを長くされることが好ましい。緑（Ｇ）のガンマカーブの階調電圧生成回
路５５、６５への設定は、データ線をＧＮＤにプリチャージする期間に完了する。
【００８７】
　（第４の実施形態）
　図１０Ａに示されているように、第４の実施形態では、各走査グループの真ん中の走査
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線に接続され、且つ、データ線Ｘｋに接続された液晶セル９が、当該走査グループの他の
走査線に接続され、且つ、同一のデータ線Ｘｋに接続された液晶セル９に対し、データ線
Ｘｋを挟んで反対に設けられている。また、左端のデータ線Ｘ１の左側の液晶セル９、及
び右端のデータ線Ｘｍの右側の液晶セル９は遮光され、これらの液晶セル９は、実際には
表示に使用されないダミーセルとして機能する。ダミーセルは、データ線Ｘ１とデータ線
Ｘｍの寄生容量を他のデータ線と同一にするために設けられる。
【００８８】
　図１０Ａの例では、緑（Ｇ）の液晶セル９が、同一のデータ線に接続された赤（Ｒ）、
青（Ｂ）の液晶セル９と、当該データ線を挟んで反対に位置している。データ線Ｘｋに接
続された赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９の画素電極８には、データ線Ｘｋの左側に配置
されたＴＦＴ７を介してデータ信号が供給される。一方、データ線Ｘｋに接続された緑（
Ｇ）の液晶セル９は、データ線Ｘｋの右側に配置されたＴＦＴ７を介してデータ信号が供
給される。つまり、第i走査グループの走査線Ｙ（３ｉ－１）に接続される液晶セル９は
、データ線Ｘｋの右側に配置されたＴＦＴ７を介してデータ信号が供給される。これに対
し、走査線Ｙ（３ｉ－２）及びＹ３ｉに接続される液晶セル９は、データ線Ｘｋの左側に
配置されたＴＦＴ７を介してデータ信号が供給される。第４の実施形態では、第１の実施
形態と同様に３Ｇ反転駆動を行うと、疑似的にドット反転表示を行うことができるので画
質が向上する。また、データ線Ｘｋに接続された赤（Ｒ）、青（Ｂ）の液晶セル９に、デ
ータ線Ｘｋの右側に配置したＴＦＴ７を介してデータ信号が供給され、同一のデータ線Ｘ
ｋに接続された緑（Ｇ）の液晶セル９に、データ線Ｘｋの左側に配置したＴＦＴを介して
データ信号が供給されてもよい。
【００８９】
　また、カラーフィルターの色の順序が、ＲＧＢではなく、ＲＢＧ、ＧＲＢ、ＧＢＲ、Ｂ
ＲＧ、又はＢＧＲのいずれの順序であっても、各走査グループの真ん中の走査線に接続さ
れ、且つ、データ線Ｘｋに接続された液晶セル９を、当該走査グループの他の走査線に接
続され、且つ、データ線Ｘｋに接続された液晶セル９に対し、データ線Ｘｋを挟んで反対
に設ければよい。ただし、いずれのカラーフィルターの色の配列であっても各走査グルー
プでプリチャージの直後に緑（Ｇ）の液晶セル９が最初に選択される。
【００９０】
　図１０Ｂに、液晶セルのレイアウト図を示す。水平方向に延びる走査線Ｙ、及び補助容
量線６は同一層に形成される。垂直方向に延びるデータ線Ｘは、走査線Ｙ、補助容量線６
の上層に形成される。また、各液晶セル９に、走査線Ｙと画素電極８との間に容量及びシ
ールド機能を有する第２の補助容量線（図示されない）をデータ線と同一層に設ける。補
助容量線６と第２の補助容量線は異なる層にあるので液晶セル９ごとにスルーホールを介
して接続される。そして、補助容量は、画素電極８と第２の補助容量線の間に形成される
。補助容量線６は、データ線Ｘと同一方向で垂直方向に延び、第２の補助容量線は液晶セ
ル９ごとに補助容量線６から水平方向に分岐してもよい。
【００９１】
　（第５の実施形態）
　第１から第４の実施形態では、各走査グループ内の走査順序は、プリチャージ直後の１
番目にＧ走査線、２番目にＲ走査線、３番目にＢ走査線の順序（以下、ＧＲＢ順序という
。）か、又は１番目にＧ走査線、２番目にＢ走査線、３番目にＲ走査線の順序（以下、Ｇ
ＢＲ順序という。）であった。第５の実施形態では、１つのフレーム期間内で、ＧＲＢ順
序とＧＢＲ順序が混合している。本実施形態では、第４の実施形態との組み合わせた技術
、つまり、３Ｇ反転駆動で疑似的にドット反転表示できる各走査グループの真ん中の液晶
セル９のＴＦＴの位置が異なる配置で説明する。
【００９２】
　１つのフレーム期間内で、１又は２水平期間ごと（即ち３又は６走査期間ごと）、又は
、１又は２フレーム期間ごとにＧＲＢ順序とＧＢＲ順序が混合する組み合わせは以下に示
す６通りある。
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「１」１水平期間ごと（図１１）
「２」１水平期間ごと＋１フレーム期間ごと（図１２）
「３」１水平期間ごと＋２フレーム期間ごと（図１３）
「４」２水平期間ごと
「５」２水平期間ごと＋１フレーム期間ごと
「６」２水平期間ごと＋２フレーム期間ごと
【００９３】
　図１１に示す走査順序「１」では、奇数走査グループをＧＲＢ順序で駆動し、偶数走査
グループをＧＢＲ順序で駆動する。つまり、選択される液晶セルの色の順序はＧ→Ｒ→Ｂ
→Ｇ→Ｂ→Ｒが繰り返される。この走査順序によれば、データ信号の消費電流が最大とな
るパターンはシアンとイエローの横ストライプパターンで、基準電流値の２／３の消費電
流となる。このように、走査順序を入れ替えることで、最大消費電流パターンを変えるこ
とができる。最大消費電流となる表示パターンでは、データドライバＩＣ３の温度が高く
なる。データドライバＩＣ３の温度が高い状態が長く続くと駆動能力が低下するなどし、
画質が悪くなる可能性があることから、最大消費電流となる表示パターンの出現頻度を低
くするのが好ましい。また、液晶セル９の電圧極性に関しては、フレーム反転（面）より
ライン反転（線）の画質が良いことから、１走査グループごとに前データ信号の影響する
色を変えることで、前データ信号の影響を面から線に分散することができる。なお、走査
順序は奇数走査グループをＧＢＲ順序で駆動し、偶数走査グループをＧＲＢ順序で駆動す
るＧ→Ｂ→Ｒ→Ｇ→Ｒ→Ｂでもよい。
【００９４】
　図１２に示す走査順序「２」では、第（２ｊ－１）フレーム期間では、奇数走査グルー
プをＧＲＢ順序で駆動し、偶数走査グループをＧＢＲ順序で駆動する。つまり、選択され
る液晶セルの色の順序はＧ→Ｒ→Ｂ→Ｇ→Ｂ→Ｒで図１１の走査順序と同じである。液晶
がノーマリーブラックで説明すると、最大消費電流パターンは、シアン、イエローの順序
の横ストライプパターンになる。しかし、第２ｊフレーム期間では、奇数走査グループで
はＧＢＲ順序で駆動し、偶数走査グループではＧＲＢ順序で駆動する。つまり、選択され
る液晶セルの色の順序はＧ→Ｂ→Ｒ→Ｇ→Ｒ→Ｂである。最大消費電流パターンは、イエ
ロー、シアンの順序の横ストライプパターンになる。
【００９５】
　図１３に示す走査順序「３」では、第（４ｊ－３）及び第（４ｊ－２）フレーム期間で
は、選択される液晶セルの色の順序はＧ→Ｒ→Ｂ→Ｇ→Ｂ→Ｒである。液晶がノーマリー
ブラックで説明すると、最大消費電流パターンは、シアン、イエローの順序の横ストライ
プパターンになる。第（４ｊ－１）及び第４ｊフレーム期間では、選択される液晶セルの
色の順序はＧ→Ｂ→Ｒ→Ｇ→Ｒ→Ｂである。最大消費電流パターンは、イエロー、シアン
の順序の横ストライプパターンになる。
【００９６】
　図１２、１３の走査順序によれば、１又は２フレームごとに最大消費電流パターンが異
なるように走査順序を入れ替えることで、最大消費電流は、基準電流値の約１／２にする
ことができる。また、１走査グループごと、及び１フレーム期間ごとに各走査グループの
走査順序を入れ替えることで前データ信号の影響を時間的及び空間的に分散することがで
きる。
【００９７】
　走査順序「４」、「５」、「６」の説明は、前述の走査順序「１」、「２」、「３」に
おいて、２水平期間ごとにＧＲＢ順序とＧＢＲ順序を入れ替えればよいので説明を割愛す
る。図１４に、走査順序「５」の変形の走査順序の表を示す。第（４ｊ－３）フレーム期
間の第１及び第２走査グループはＧＲＢ順序で、第３及び第４走査グループはＧＢＲ走査
順序である。このときの最大消費電流パターンは、シアン、シアン、イエロー、イエロー
の横ストライプパターンである。第（４ｊ－２）フレーム期間の第１及び第２走査グルー
プはＧＢＲ順序で、第３及び第４走査グループはＧＲＢ走査順序である。このときの最大
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消費電流パターンは、イエロー、イエロー、シアン、シアンの横ストライプパターンであ
る。第（４ｊ－１）フレーム期間の第１及び第４走査グループはＧＲＢ順序で、第２及び
第３走査グループはＧＢＲ走査順序である。このときの最大消費電流パターンは、シアン
、イエロー、イエロー、シアンの横ストライプパターンである。第４ｊフレーム期間の第
１及び第４走査グループはＧＢＲ順序で、第２及び第３走査グループはＧＲＢ走査順序で
ある。このときの最大消費電流パターンは、イエロー、シアン、シアン、イエローの横ス
トライプパターンである。このように、ＧＲＢ順序又はＧＢＲ順序が２走査グループごと
に入れ替わってもよい。
【００９８】
　（第６の実施形態）
　本実施形態では、１列に２つのデータ線を設ける点と、２つの走査線が同時に選択され
る点が第１の実施形態と異なる。ただし、１つのデータ線に接続される液晶セル９は、１
列分の液晶セル数（または走査線数）を３ｎ個とすると、半分の３ｎ／２個である。ただ
し、ｎは２の倍数である。第１から第５の実施形態の技術に比べて、データ線数が２倍に
増加するが、１走査期間に２つの走査線を同時に選択できるため、１走査期間が２倍に長
くなり、画素電極へのデータ信号の書き込み不足を改善することができる。
【００９９】
　また、本実施形態では、連続して配置された６本の走査線を一つの走査中グループとし
て構成される。走査線Ｙ１から走査線Ｙ６の連続する６本の走査線を第１走査中グループ
と呼ぶ。走査線Ｙ７から走査線Ｙ１２の連続する６本の走査線は第２走査中グループと呼
ぶ。以下同様に、走査線Ｙ（６ｉ－５）から走査線Ｙ６ｉは第ｉ走査中グループと呼ぶ。
ただしｉは自然数であり、液晶表示パネル２がＷＸＧＡに対応する画素数を有している場
合には、ｉは、１以上３８４以下の整数である。本実施形態でも第１走査中グループ、第
２走査中グループ、・・・、第ｎ／２走査中グループの順に走査線が選択される。なお、
走査グループと走査中グループの関係は、第１及び第２走査グループが第１走査中グルー
プ、第３及び第４走査グループが第２走査中グループとなる。
【０１００】
　次に、図１５を参照して各液晶セル９とデータ線との接続関係を説明する。まず、１列
目の液晶セル９とデータ線Ｘ１、Ｘ２との接続について説明する。第１走査中グループに
おいては、１行目のＲ液晶セル、３行目のＢ液晶セル、５行目のＧ液晶セルはデータ線Ｘ
１に接続し、２行目のＧ液晶セル、４行目のＲ液晶セル、６行目のＢ液晶セルはデータ線
Ｘ２に接続する。第２走査中グループにおいては、７行目のＲ液晶セル、９行目のＢ液晶
セル、１１行目のＧ液晶セルはデータ線Ｘ２に接続し、８行目のＧ液晶セル、１０行目の
Ｒ液晶セル、１２行目のＢ液晶セルはデータ線Ｘ１に接続する。１３行目以降は、１行か
ら１２行目の接続が繰り返される。また、２列目以降の液晶セル９は１列目と同様に接続
する。図示しないが、奇数列目と偶数列目で接続関係が逆であってもよい。
【０１０１】
　本実施形態では、２水平期間ごとのブランキング期間にすべてのデータ線Ｘ１～Ｘ２ｍ
は、所定の基準電圧にプリチャージされる。プリチャージの直後に、Ｇ走査線が選択され
Ｇ液晶セルにデータ信号が供給される。ただし、２つの走査線が同時に選択される。また
、各制御信号は２水平期間単位に制御される。例えば、ラッチ信号ＳＴＢは、２水平期間
ごとにパルスを生成する。１走査期間は、約２／３水平期間で、ブランキング期間と３走
査期間を合わせて２水平期間となる。
【０１０２】
　次に、走査線の走査順序について説明する。第（４ｊ－３）及び第（４ｊ－２）フレー
ム期間において、まず第１の２水平期間の最初にＧ走査線Ｙ２、Ｙ５が同時に選択される
。次に、Ｒ走査線Ｙ１とＢ走査線Ｙ６が同時に選択される。次に、Ｂ走査線Ｙ３とＲ走査
線Ｙ４が同時に選択される。次に、第２の２水平期間の最初にＧ走査線Ｙ８、Ｙ１１が同
時に選択される。次に、Ｒ走査線Ｙ７とＢ走査線Ｙ１２が同時に選択される。次に、Ｂ走
査線Ｙ９とＲ走査線Ｙ１０が同時に選択される。以上、第１及び第２走査中グループの走
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査順序を液晶セルの色だけに注目すると、ＧＧ→ＲＢ→ＢＲ→ＧＧ→ＲＢ→ＢＲである。
第（４ｊ－１）及び第４ｊフレーム期間において、第１の２水平期間の最初にＧ走査線Ｙ
２、Ｙ５が同時に選択される。次に、Ｂ走査線Ｙ３とＲ走査線Ｙ４が同時に選択される。
次に、Ｒ走査線Ｙ１とＢ走査線Ｙ６が同時に選択される。次に第２の２水平期間の最初に
Ｇ走査線Ｙ８、Ｙ１１が同時に選択される。次に、Ｂ走査線Ｙ９とＲ走査線Ｙ１０が同時
に選択される。次に、Ｒ走査線Ｙ７とＢ走査線Ｙ１２が同時に選択される。第１及び第２
走査中グループの走査順序を液晶セルの色だけに注目すると、ＧＧ→ＢＲ→ＲＢ→ＧＧ→
ＢＲ→ＲＢである。図１５の走査順序によれば、同一走査中グループ内のＧ走査線同士は
同時に選択され、同一走査中グループ内の異なる走査グループのＲ走査線とＢ走査線が同
時に選択される。第１の実施形態で説明したように赤（Ｒ）及び青（Ｂ）の液晶セル９の
ガンマカーブは同一であるためＲ液晶セルとＢ液晶セルが同時に選択されてもよい。
【０１０３】
　図１５には、図１３に示すようなフレーム期間ごとの電圧極性は示されていないが、図
１３と同様に、１フレーム期間ごとに各液晶セル９の電圧極性が異なる。データ信号は、
２水平期間ごと、及び１フレーム期間ごとに極性を反転させる。また、図１６には、図１
５の走査順序以外の走査順序が示されている。なお、図１５の走査順序は図１６の欄（ａ
）に示されているとおりである。
【０１０４】
　図１６の欄（ｂ）の走査順序では、図１６の欄（ａ）の走査順序と比較して第２走査中
グループの走査順序が異なる。第１及び第２走査中グループの走査順序を液晶セルの色だ
けに注目すると、第（４ｊ－３）及び第（４ｊ－２）フレーム期間においてはＧＧ→ＲＢ
→ＢＲ→ＧＧ→ＢＲ→ＲＢである。第（４ｊ－１）及び第４ｊフレーム期間においてはＧ
Ｇ→ＢＲ→ＲＢ→ＧＧ→ＲＢ→ＢＲである。
【０１０５】
　図１６の欄（ｃ）及び（ｄ）の走査順序では、同一色の走査線が同時に選択される。図
１６の欄（ｃ）の走査順序では、第１及び第２走査中グループの走査順序を液晶セルの色
だけに注目すると、第（４ｊ－３）及び第（４ｊ－２）フレーム期間においては、ＧＧ→
ＲＲ→ＢＢ→ＧＧ→ＢＢ→ＲＲである。第（４ｊ－１）及び第４ｊフレーム期間において
は、ＧＧ→ＢＢ→ＲＲ→ＧＧ→ＲＲ→ＢＢである。
【０１０６】
　図１６の欄（ｄ）の走査順序では、第１走査中グループの走査順序と第２走査中グルー
プの走査順序が同じである。つまり、各走査中グループの１フレーム期間における走査順
序は同じである。第１及び第２走査中グループの走査順序を液晶セルの色だけに注目する
と、第（４ｊ－３）及び第（４ｊ－２）フレーム期間においては、ＧＧ→ＲＲ→ＢＢ→Ｇ
Ｇ→ＲＲ→ＢＢである。第（４ｊ－１）及び第４ｊフレーム期間においては、ＧＧ→ＢＢ
→ＲＲ→ＧＧ→ＢＢ→ＲＲである。
【０１０７】
　図１６の欄（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）の走査順序の入れ替えは、大きくは２フレ
ーム期間ごとに行うことで説明したが、図１２に示す走査順序のように大きくは１フレー
ム期間ごとに走査順序を入れ替えてもよい。つまり、前述の第（４ｊ－３）フレーム期間
と第４ｊフレーム期間の走査順序を１フレーム期間ごとに行ってもよい。
【０１０８】
　図１６の欄（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）のいずれの走査順序であっても、本実施形
態の３Ｇ反転駆動によれば、データ信号の最大消費電流は、基準電流値のほぼ１／２の消
費電流であり、カラム反転駆動の最大消費電流とほぼ同じにすることができる。４つの走
査順序のなかでも、前データ信号の影響度合いを分散する観点から、図１５、つまり図１
６の欄（ａ）の走査順序は、奇数走査グループと偶数走査グループで走査順序が異なるた
め、最も好ましい走査順序である。図１６の欄（ｂ）では、第２走査グループと第３走査
グループの走査順序が同じなので２画素連続で同一色の前データ信号の影響を受けること
になる。
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【０１０９】
　データドライバＩＣ３は、２水平期間ごと、及び１フレーム期間ごとにデータ信号の極
性を反転する。また、奇数（又は偶数）２水平期間に、データ線Ｘ１とデータ線Ｘ４に正
極のデータ信号が出力され、データ線Ｘ２とデータ線Ｘ３に負極のデータ信号が出力され
る。偶数（又は奇数）２水平期間には、データ信号が反転され、データ線Ｘ１とデータ線
Ｘ４に負極のデータ信号が出力され、データ線Ｘ２とデータ線Ｘ３に正極のデータ信号が
出力される。データ線Ｘ２とデータ線Ｘ３間に寄生容量があり、データ信号が互いに逆極
性より同極性の方がデータ線間の寄生容量の消費電流を低減することができる。
【０１１０】
　また、データドライバＩＣ３は、２水平期間分（６走査線分）の画像データをラッチで
きるラッチ回路１１、１２を設ける。サンプリングラッチと合わせるとデータドライバＩ
Ｃ３は、４水平期間分の画像データをラッチする。画像データの入れ替えは、マルチプレ
クサ２０を制御して行うか、又はサンプリングラッチに画像データを供給するデータバッ
ファで行う。どの走査順序で行うかは、データドライバＩＣ３及び走査駆動回路５の設定
レジスタ又は入力端子などの信号に応じて可変することができる。
【０１１１】
　図１７に、図１５に示す走査順序において、第（４ｊ－３）フレーム期間の第１及び第
２の２水平期間のデータ信号と走査信号のタイミングチャートを示す。第１の２水平期間
のブランキング期間に、各データ線は、基準電圧にプリチャージされる。その後、Ｇ走査
線Ｙ２、Ｙ５が同時に選択され、データ線Ｘ１、Ｘ４に緑（Ｇ）の正極のデータ信号が供
給され、データ線Ｘ２、Ｘ３に緑（Ｇ）の負極のデータ信号が供給される。次に、Ｂ走査
線Ｙ３、Ｒ走査線Ｙ４が同時に選択され、データ線Ｘ１に赤（Ｒ）の正極のデータ信号が
供給され、データ線Ｘ２に青（Ｂ）の負極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ３に赤（
Ｒ）の負極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ４に青（Ｂ）の正極のデータ信号が供給
される。次に、Ｒ走査線Ｙ１、Ｂ走査線Ｙ６が同時に選択され、データ線Ｘ１に青（Ｂ）
の正極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ２に赤（Ｒ）の負極のデータ信号が供給され
、データ線Ｘ３に青（Ｂ）の負極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ４に赤（Ｒ）の正
極のデータ信号が供給される。次の２水平期間の第２の２水平期間のブランキング期間に
、各データ線は、基準電圧にプリチャージされる。その後、Ｇ走査線Ｙ８、Ｙ１１が同時
に選択され、データ線Ｘ１、Ｘ４に緑（Ｇ）の負極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ
２、Ｘ３に緑（Ｇ）の正極のデータ信号が供給され、る。次に、Ｒ走査線Ｙ７、Ｂ走査線
Ｙ１２が同時に選択され、データ線Ｘ１に青（Ｂ）の負極のデータ信号が供給され、デー
タ線Ｘ２に赤（Ｒ）の正極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ３に青（Ｂ）の正極のデ
ータ信号が供給され、データ線Ｘ４に赤（Ｒ）の負極のデータ信号が供給される。次に、
Ｂ走査線Ｙ９、Ｒ走査線Ｙ１０が同時に選択され、データ線Ｘ１に赤（Ｒ）の負極のデー
タ信号が供給され、データ線Ｘ２に青（Ｂ）の正極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ
３に赤（Ｒ）の正極のデータ信号が供給され、データ線Ｘ４に青（Ｂ）の負極のデータ信
号が供給される。以降説明を割愛するが、１水平期間ごと、及び１フレーム期間ごとにデ
ータ信号の極性が反転され３Ｇ反転駆動する。図１５に示す走査順序によれば、奇数走査
グループと偶数走査グループで、前データ信号の影響する色が異なるため、前データ信号
の影響度合いを分散することができる。
【０１１２】
　（第７の実施形態）
　第１から第６の実施形態では、連続して位置する３本の走査線を一つの走査グループと
した。本実施形態では、１走査線おきの３本の走査線を一つの走査グループとする。具体
的には、仮想走査線Ｙ（－１）、走査線Ｙ１、Ｙ３は走査グループａである。走査線Ｙ２
、Ｙ４、Ｙ６は走査グループｂである。走査線Ｙ５、Ｙ７、Ｙ９は走査グループｃである
。走査線Ｙ８、Ｙ１０、Ｙ１２は走査グループｄである。走査線Ｙ１１、Ｙ１３、Ｙ１５
は走査グループｅである。仮想走査線Ｙ（－１）は実在しない走査線であってもよいし、
遮光すればダミー走査線Ｙ０、（－１）として実在してもよい。
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【０１１３】
　第１から第６の実施形態と同様に、各データ線Ｘ１～Ｘｍは、１水平期間の最初に所定
の基準電圧にプリチャージされ、その後、Ｇ走査線に接続されたＧ液晶セルが駆動される
。また、走査グループの走査順序は、走査グループａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、・・・の順に行
う。
【０１１４】
　図１８、１９を参照して説明する。第（４ｊ－３）フレーム期間の第１水平期間には、
走査グループａの液晶セル９にデータ信号を供給する。各データ線は、第１水平期間の最
初に基準電圧にプリチャージされる。プリチャージされた直後に仮想走査線Ｙ（－１）が
選択されると共に、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性の仮想データ信号が供
給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性の仮想データ信号が供給される。次に、Ｒ
走査線Ｙ１が選択されると共に、赤（Ｒ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（
２ｋ－１）には正極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性の
データ信号が供給される。次に、Ｂ走査線Ｙ３が選択されると共に、青（Ｂ）の画像デー
タに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性のデータ信号が供給され、偶数
番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号が供給される。
【０１１５】
　次に、第２水平期間には、走査グループｂの液晶セルにデータ信号を供給する。第２水
平期間の最初に基準電圧にプリチャージされる。プリチャージされた直後にＧ走査線Ｙ２
が選択されると共に、緑（Ｇ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）
には負極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには正極性のデータ信号
が供給される。次に、Ｂ走査線Ｙ６が選択されると共に、青（Ｂ）の画像データに応じ、
奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には負極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデー
タ線Ｘ２ｋには正極性のデータ信号が供給される。次に、Ｒ走査線Ｙ４が選択されると共
に、赤（Ｒ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には負極性のデー
タ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには正極性のデータ信号が供給される。
【０１１６】
　次に、第３水平期間には、走査グループｃの液晶セルにデータ信号を供給する。第３水
平期間の最初に基準電圧にプリチャージされる。プリチャージされた直後にＧ走査線Ｙ５
が選択されると共に、緑（Ｇ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）
には正極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号
が供給される。次に、Ｒ走査線Ｙ７が選択されると共に、赤（Ｒ）の画像データに応じ、
奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデー
タ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号が供給される。次に、Ｂ走査線Ｙ９が選択されると共
に、青（Ｂ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性のデー
タ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号が供給される。以
下、第４水平期間以降は、第２、第３水平期間と同様に駆動される。
【０１１７】
　第（４ｊ－２）フレーム期間は、第（４ｊ－３）フレーム期間と同じ走査順序で駆動さ
れるが、液晶セルに供給されるデータ信号の電圧極性が反転される。
【０１１８】
　第（４ｊ－１）フレーム期間は、第（４ｊ－３）フレーム期間の走査順序に対して赤（
Ｒ）と青（Ｂ）に対応する走査線の走査順序が入れ替わる。また、液晶セルに供給される
データ信号の電圧極性が反転される。具体的には、第１水平期間の最初に基準電圧にプリ
チャージされる。プリチャージされた直後に仮想走査線Ｙ（－１）が選択されると共に、
奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性の仮想データ信号が供給され、偶数番目の
データ線Ｘ２ｋには負極性の仮想データ信号が供給される。次に、Ｂ走査線Ｙ３が選択さ
れると共に、青（Ｂ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極
性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号が供給さ
れる。次に、Ｒ走査線Ｙ１が選択されると共に、赤（Ｒ）の画像データに応、奇数番目の
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データ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋ
には負極性のデータ信号が供給される。
【０１１９】
　次に、第２水平期間には、走査グループｂの液晶セルにデータ信号を供給する。第２水
平期間の最初に基準電圧にプリチャージされる。プリチャージされた直後にＧ走査線Ｙ２
が選択されると共に、緑（Ｇ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）
には負極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには正極性のデータ信号
が供給される。次に、Ｒ走査線Ｙ４が選択されると共に、赤（Ｒ）の画像データに応じ、
奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には負極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデー
タ線Ｘ２ｋには正極性のデータ信号が供給される。次に、Ｂ走査線Ｙ６が選択されると共
に、青（Ｂ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には負極性のデー
タ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには正極性のデータ信号が供給される。
【０１２０】
　次に、第３水平期間には、走査グループｃの液晶セルにデータ信号を供給する。第３水
平期間の最初に基準電圧にプリチャージされる。プリチャージされた直後にＧ走査線Ｙ５
が選択されると共に、緑（Ｇ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）
には正極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号
が供給される。次に、Ｂ走査線Ｙ９が選択されると共に、青（Ｂ）の画像データに応じ、
奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性のデータ信号が供給され、偶数番目のデー
タ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号が供給される。次に、Ｒ走査線Ｙ７が選択されると共
に、赤（Ｒ）の画像データに応じ、奇数番目のデータ線Ｘ（２ｋ－１）には正極性のデー
タ信号が供給され、偶数番目のデータ線Ｘ２ｋには負極性のデータ信号が供給される。以
下、第４水平期間以降は、第２、第３水平期間と同様に駆動される。
【０１２１】
　第４ｊフレーム期間には、第（４ｊ－１）フレーム期間と同じ走査順序で駆動されるが
、液晶セルに供給されるデータ信号の電圧極性が反転される。
【０１２２】
　本実施形態では、最初の走査グループａで仮想走査線（－１）を駆動するために、第１
実施形態などに比べて１フレーム期間内の駆動期間が１水平期間だけ長くなる。
【０１２３】
　以上説明した走査順序で３Ｇ反転駆動することで、擬似的にドット反転表示することが
できる。
【０１２４】
　なお、第１から第７の実施形態の技術は、任意の組み合わせで組み合わせることが可能
であることに留意されたい。例えば、第１、第２及び第３の実施形態の技術の組み合わせ
、第１、第２及び第４の実施形態の技術の組み合わせ、第１～第４の実施形態の技術の組
み合わせ、第３、第４及び第５の実施形態の技術を組み合わせなどが可能である。第３及
び第６の実施形態の技術、第５及び第６の実施形態の技術を組み合わせてもよい。
【０１２５】
　また、液晶はノーマリーブラックであるとして説明したが、ノーマリーホワイトでもよ
い。更に、本発明は、液晶表示装置以外の表示パネルを使用する表示装置にも適用可能で
ある。例えば、液晶セル９を有機ＥＬセルに置き換えた有機ＥＬ表示装置にも本発明は適
用可能である。この場合、有機ＥＬセルの画素電極と、それに対向する共通電極との間に
は有機ＥＬ材料が満たされる。本発明が、有機ＥＬ表示装置として実施される場合、白色
に発光する有機ＥＬセルがカラーフィルターで被覆されることにより、赤（Ｒ）、緑（Ｇ
）、青（Ｂ）の有機ＥＬセルが実現されてもよい。その代わりに、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の各色に発光する有機ＥＬセルを使用し、カラーフィルターを用いないことも可
能である。
【０１２６】
　更に、表示パネルの表色系として、ＲＧＢ表色系以外の表色系が使用されることも可能
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である。この場合、最も視感度が高い色に対応する表示セル（液晶セル９や有機ＥＬセル
）が、プリチャージの直後に駆動され、他の表示セルは、その後に駆動される。
【符号の説明】
【０１２７】
　１：液晶表示装置
　２：液晶表示パネル
　５：走査線駆動回路
　６：補助容量線
　７：ＴＦＴ
　８：画素電極
　９：液晶セル
　１１、１２：ラッチ回路
　１１ｘ、１１ｙ、１１ｚ、１２ｘ、１２ｙ、１２ｚ：ラッチ
　２０：マルチプレクサ
　２１、２２、２３：スイッチ
　３１：正極レベルシフタ
　３２：負極レベルシフタ
　５１：正極Ｄ／Ａ変換回路
　５２、５３：スイッチ
　５５：階調電圧生成回路
　６１：負極Ｄ／Ａ変換回路
　６２、６３：スイッチ
　６５：階調電圧生成回路
　７０：極性切換回路
　７１、７２、７３、７４：スイッチ
　８１、８２：出力端子
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